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オ ラ ン ダ 東 イ ン ド 会 社 〔正式名称は連合東インド会社くVereenighde Oost Indische 
Compagnie〉、以 下 V O Cと略す〕ならびにマタラム王国の貿易活動において、 ともに中核的 
役割を担ったジャワ北岸地域における彼らの活動を取り上げる。なお本稿では、「ジャワ北 
岸地域」の用語を、V 0 C とマタラム王国を結びつけた王国勢力下の華人を検討していくた 






や、マルク〈Maluku〉〔モルツ力くMolucca〉〕諸島で産出される丁子〔クローブ〕、肉 豆 蔻 〔ナ 








の周辺地域の貿易に参入し、独占貿易を試みようとしていたV O Cの経済活動に重要な意義 





華人を経済活動において利用することで集権的政策を進めた。一 方 v o cは、1 7世紀末から 
1 8世紀に影響力を強めていくなかで彼らとの関係を深化させ、その後オランダ植民地期に 
も自由主義政策が導入される1 9世紀後半まで、植民地政庁が華人と緊密な関係を構築し続 
けた2。すなわち、ジャワ北岸地域の華人が1 7世紀にマタラムやV O C と関係を構築し深化 
させたことによって、1 9世紀後半まで続く植民地体制の礎が形成された の で ある。














ポルトガル人が活躍した1 6 世紀、バタヴイアを拠点にV O C のオランダ人勢力が台頭する
- 2 -
1 7世 紀 前 半 〔1630年頃〕までのインドネシア諸島における貿易全般について論じる。この




た華人の多くがV O C と競合するに至ったが、彼らの一部には会社に協力する者も現われた 
と論じている3。
2 つ目に、ブリュッセイ<Bluss6>の研究が挙げられる。同氏は、1619年 か ら 1799年まで 







郊 外 〔オムランデン<Ommelanden>〕の開発、168 1年の淸朝による遷界令の解除や1683年 
の V O C とバンテンとの抗争終結を契機に増加する。特にオムランデンへの華人移住は、VOC 
が彼らに対して人頭税の免除、会社による砂糖買い上げや最低買取価格の保障を示したこ 




3 つ目として、ナフテハール〈Nagtegaal〉の研究がある。同氏は、 トルノジョヨ反乱 
[1675-1680年 ]が終結した直後の1680年から、華人反乱5 [1741-1743年頃]が発生する1741 
年までのジャワ北岸地域をとりあげ、同時期における当該地域、V0C、マタラム、現地支配 
者、華人といった勢力の動きを網羅したかたちで以下のように論じる。1680年以降、 トル 
ノジョヨ反乱におけるV 0 Cによるマタラムへの軍事援助をきっかけとして、マタラムは当 
時軍事的に圧倒的優位にあったV O Cから軍事協力を得る一方で、会社はマタラムから米や 
現金で見返りを得るという関係が成立した。これを背景に、ジャワ北岸地域各地において、
V O Cに商品作物を供給し、マタラムには現金を供給する仲介人が出現する。 この仲介の役
割を担ったのが、現地の首長6や現地の華人有力者であった。同地域の首長は、マ タ ラ ム に  
任命され同王国の監督下に置かれていたが、王国から課された税が軽かったことから、次 
第に勢力を強めていく。一方、華人は、 トルノジョヨ反乱が終結した1679-1680年の期間 
には主にバタヴィアやバンテンから、また清朝による遷界令解除ならび に 1684年の展界令 
発令を受けた1695-1710年の時期には中国本土から、それぞれ多数が北岸地域に流入し、 
彼らのなかからV 0 Cとの貿易に従事して有力となる者が現われた。 これにより、彼ら華人 
有力者はV 0 Cに保護してもらい、他 方 V 0 Cは華人から利益を引き出すという関係が形成さ 
れる。こうして、当該時代のジャワ北岸地域では、V0C、マタラム、現地の首長、華 、右勺 
者が、主にコーヒーや藍〔乾燥藍〕を中心とする商品作物の生産と輸出を行うこ と に よっ 
て、それぞれ利益をあげた。その一方で、上記の勢力の下で半強制労働に従事せざるか得 




活動が明らかになったといえよう。すなわち、1630年頃まで華人はマ タ ラ ム やパ ン テ ン と  
密接に関係を持ちながら香辛料貿易に従事し、他 方 1680年以降において は 、一部の華人が 
V0 Cや現地支配者と密接に関係を持ちながら富裕化した— 方で、多くはその労働者となっ 
た。
しかしながら、上記の先行研究は、両時期における北岸地域の状況につ い て 明らかにし 
つ つ も、その間にある期間のジャワ 北岸地域の華人や彼らの活動につ い て 論じていな い 。 
メイリンク.ルーロ フスは、上記の論考において、特 に 1 7世紀につ いて自らの研究が取り 
极った時代が非常に限られていると述べ、さらに長い期間でみた考察が必要であると指摘 
している8。 しかし、その後ナフテハールが取り上げた時代までの約5 0 年間のジャワ北岸 
地域における華人の活動ならび に 現地の社会経済状況をめ ぐ る 研究は、ほ ぼ 空白のま ま と  
なってい る 。 また、この時期の華人の活動にかんしては、ブリュッセイが言及してい る も  
のの、同氏の研究の中心はバタヴィアであり、北岸地域はそれとの関係で若干述べられる 
にとどまっている。 このため、1630年代以前と 1680年以降とで大きく異なっているジャ 
ワ 北岸地域における政治• 経済状況の変化につ い て 、 何故そうした変化が生じそ の 変化が 




アジア地域に来航するようになった1450-1680年 を 「商業の時代」〈The Age of Commerce〉 
と定義し、同地域における貿易について論じたリードくReid>が、マタラムを貿易に興味を 
持たない内陸国家と位置づけ、同王国の政治的な貿易独占政策によって、海上貿易を営む 
ジャワ人はパン テ ン や ス マトラ島のパレンパン〈Palembang〉、南力 リマンタンのバンジャル 
マシンくBanjarmasin〉、 南 スラウェシのマカッサルく Makassar〉、 マ レ ー 华島のパタニ 
く Patani〉などに移り、 ジャワ島に残った住民は海上貿易に無関心となり船舶も所有しなく 
なったと指摘したことは、このことをよく示している9。だが、後に述べるようにマタラム 
が 1640 年代まではポルトガル領マラッカと貿易を行い、1646年以降にはV 0 C と貿易を再 
開させたことをみれば、同王国は貿易に対する強い関心を持っていたと考えるべきである。 














じるには、1684年以前に居住していた者の状況と、それ以降、特 に 1695年以降に流入し 
た者が置かれた状況を、それぞれ区別して議論しなければならない。
さらに、1680年以前の V 0 Cとマタラムとジャワ北岸地域の華人との関係についても検討 
する必要がある。ナフテハールは、1680年以前のジャワ北岸地域について、三者の接触が 
最小限のものにとどまっていたと主張する11。 しかしながら、 トルノジョヨ反乱が大きく
展開していた1677-78年に、マタラムがV O Cに対して行った反乱鎮圧の援助要請を会社が 
受諾する際において両者の間で結ばれた合意では、会社がジュパラとその周辺で生産され 
る砂糖の買い付けおよび輸出の独占を行うなどといった内容が含まれている126 このよう 
















交代期にあった国内状況や両王朝の対外政策と密接に関係して、大きく 3 つに分けること 
ができる。すなわち、1567年 か ら 1644年までの第 1 期、1644年 か ら 1684年までの第 2 
期、1684年以降の第3 期である。第 1 期では、中国において明朝がそれまで強化させてい 
た海禁政策を緩和したことによって、中国本土から多くの者が商業活動や商品作物栽培の 
ために北岸地域に流入しはじめ、明朝が滅亡し清が北京に入城する時期まで流入が続いた。 








これら3 つの期間に流入した華人のうち、本稿では、特 に 第 1 期と第 2 期に流入し活動 









さらに、ジャワ北岸地域の華人は、1 7世紀においてマタラムとV O Cとを結びつける役割 
を果たした。マタラムとV O Cは、1610年代までマタラムが支配下に置いた港を通じて互い 
に貿易を行う関係にあったが、1620年代以降その閨係が急激に悪化し激しく敵対すること 






その後、両者の関係が修復し、1651年 に V 0 Cがジュパラに商館を再開した以降活発に展 












ャワ人労働者との間に緊張関係が発生し激化する。 このために、 トルノジョヨ反乱では、 
反乱軍による華人への攻撃や虐殺が行われ、これを逃れるために大多数の華人はバタヴィ 
アやパンテンに避難した。
トルノジョヨ反乱がマタラム一V O C連合軍の勝利によって終結した1680年以降、バタヴ 
ィアやパンテンに避難していた華人は、避難先からジャワ北岸地域に戻り、再び貿易を行 
うようになる。 この時期には、反乱鎮圧での援助に際してマタラムがV 0 Cに多くの見返り 
を提供したことで、同王国の経済的負担が増大した一方、北岸地域の現地支配者である首 
長が経済的に勢力を強めたことから、華人は、それまでのV 0 Cとマタラムに加え、首長と 
も関係を構築して商品作物の生産や貿易を行うようになった。加えて、1 6 8 4年以降には、 





この第 1 章につづく第2 章では、ま ず 16世紀やそれ以前のジャワ北岸地域における華人 
の活動について概観し、同世紀後半から始まる第1 期の華人流入についてみたうえで、17 
世紀前半期の華人とV 0 Cならびにマタラムとの関係構築について検討を行う。







第 4 章は、1 7世紀中葉以降にみられた第2 期の華人流入と、彼らによるジャワ北岸地域 
の経済掌握について_ 論を行う。同章では、まず経済掌握の背景にあった当時のマタラム 
王であったアマンクラッ ト1 世の統治について論じた後に、ポルトガル領マカオからや台 
湾などから鄭氏の華人によるものが中心となった第2 期の華人流入の実態を示す。そのう 
えで、現地の華人が、V O C と関係を強めつつマタラムの貿易に深く関わることで、現地の 
経済を掌握していったことを明らかにする。
第 5 章は、 トルノジョヨ反乱と華人について検討する。同反乱は、従来、アマンクラッ 




第 6 章は、2 章 から 5 章まで述べてきた1680年までのジャワ北岸地域の華人の流入や彼 
らの活動と、ナフテハールが論じた1680年以降同地域に流入し活動を行った華人の活動と 
の比較を行う。1680年 以降 V 0 Cがジャワ北岸地域での経済活動への関与を強めていくにと 
もない、V O C をはじめマタラム王家と現地の首長の庇護のもとで、華人は経済活動を拡大 
できた。同時に、この時期、すなわち第3 期に流入した華人の多くが労働者となり、有力 
者との貧富の差が拡大し、1741年の華人反乱につながっていったことを明らかにしていく。
第 7 章では、本論文の到達点を示すとともに、 この後の時代の華人研究を展望したい。
4 . 史料
本稿では、主に、V 0 C 文書をはじめとするオランダ人による記録を用いて考察を行う。 
1 6世紀末にジャワ島に初めて航海を行って以来、オランダ人は、同地域にかんして多くの 




らパタヴィアへ宛てた『通信文書』<0vergekomen Brieven en Papieren〉、V O Cがジャワ島
に本拠を置いたパタヴィァにおける日々の記録をまとめ、1624年 か ら 1682年分まで活字 
化され出版されている『バタヴィァ城日誌』<Dagh-register Batavia〉、東インド総督と評 
議員によって執筆されオランダ本国の17人会に送られた文書で1610年から 1761年分まで 
活字化され出版されている『一般政務報告書』〈Generale Missiven〉、1 7 世 紀 前 半 に VOC 
の 第 4 代総督となつたヤン. ピーテルスゾーン. クーン<Jan Pietersz. Coen>が残した書 
簡 で 1616年 か ら 1629年分まで活字化され出版されている『クーン書簡集』、デ . ヨンゲくde 
Jonge> の著•作 De opkomst van het Nederlandsh gezag in Oost-Indie に記載されている『通 
信文書』や 『一般政務報告書』の記事、1 7世 紀 に V O Cが発布した『公告』くPlakaatboek〉 
などより構成されている。 このうち、『通信文書』では、1 6 5 1年以降再開されたジュパラ 
商館とパタヴィァとの間でやりとりされた文書を主として利用する。そして、ジュパラ商 
館 の 『通信文書』にない部分については『バタヴィァ城日誌』など他の記録を利用して議 
論を進めていく。
また、第 3 章や第 4 章については、1648年、1649年、1651年、1652年、1654年 に V0C 
の使節として王都マタラムへ赴いた、 レイクロフ• フォルケルツゾーン_ ファン • フーン 
ス〈Rijcklof Volckertsz. van Goens>の 「ジャワ旅行記」お よ び 「ジャワ島の短い記述」
も用いる。彼の記録は、17世紀中葉のジャワ島の様子やマタラム王国の統治制度について 
詳しく記述している。
さらに、第 2 章については、本論の背景となるV 0 Cが創立される以前の時代についても 
議論を行うことから' V 0 Cの記録に加えて、ハウトマンらによる航海記といったV 0 C以前 
の才ランダ人による記録や、ポルトガル人トメ • ピ レ ス の 『東方諸国記』、『東西洋考』 と 
いった漢籍、『ババッド. タナ . ジャウイくBabad Tanah J a w D 么『ババッド• チル龙ソくBabad 
C i r e b o n > lといったジャワの王統記も利用していく。 これらの各史料のうち、ハウトマン 















ワ北岸地域に大きな影響を与える勢力となったマタラムやV O Cとの関係構築について述べ、 
, 華人がこの両者を結びつける役割を果たしたことを明らかにしていきたい。


















くSurabaya〉、 ドウマクくDemak〉、ジユパラくJepara〉、 トウガル、スマランく Semarang〉なども 
主要な港市となっていく。










杜板は土地の名は賭斑という地名である。 ここは約千軒余あり' 二人の頭目が治め 
ている。 ここは沢山の中国の広東、漳州の人が流れて来ている。鶏、羊、魚、蔬菜は 
甚だ卑しいものとなっている。































































'■■•うして、 この貿易は、中国や日本で密貿易商人を生み出し、ポルトガル人をも 1511 
年に自らが占領したマラツカを拠点として参入させる。彼らのうち、特に前者は、海禁政 
策の下で取締りを行う明に対抗するために、武装した船団を編成し密貿易と略奪を行うよ 
うになった。 こ れ は 「後期倭寇」 といわれるもので、1550年代に最も盛んとなった2 3 し 








われるようになった。 メイリンク. ルーロフスは、『クーン書簡集』などの記述から、17 








に は 現 地 で 有 力 者 と な っ た 例 も 挙 げ て い る 。 1 6 1 9年にジュパラのシャ ーパンダル  
くsyahbandar〉〔港務長官〕、また、1626年にジョルタン〈Jortan〉28の副シャーパンダルとし 




は 2 名のシャーバンダルが置かれ、1 名はジャワ人が、他 の 1 名は非ジャワ人（大抵は華人） 
がその役職を担っていた。そして、このインチェ. ムダは、ジャンビに兄弟がいた一方、 
バタヴィアで最初に力ピタン〔華人居留区長〕となった華人ベン. コン<Beng Kong>の娘と 
婚姻関係を結んでいたという3Q。彼らジャワ北岸地域の華人の多くは、当時現地における 
貿易に参入したV 0 C とは競合関係にあり、会社は彼らの多くを非常に警戒していたが、一 
方でシ ム • スアンくSim Suan>という人物をはじめとして華人の一部には会社と関係を持つ 
ものも現われた31。そして、1618年 に V 0 Cがマタラムと対立し、同王国の外港となってい 
たジュバラ攻撃をおこなった際には、同地に居住する華人が、会社に対して攻撃により現 















1 6 世紀後半、バンテンをはじめとするジャワ沿岸地域では中国銅銭が使われていたが35、 
1 6世紀末に中国が銅銭の輸出を禁止したことにより、鉛ピチが代わりに輸出されたことや 
現地では銅銭が護符として貯蓄され流通しなくなったために、同時期以降鉛ピチが主に使 














3 . 1 7世紀前半におけるオランダ東インド会社（VOC) と華人
オランダ東インド会社は、1602年に設立された会社である。
オランダのアジアへの進出はヨーロッパのなかでは遅く、1 6世 紀 末 の 1594年に最初に 




よる多くの航海が行われた。その結果アジア地域には、1601年末までに 1 5 の船隊からな 






かった。 しかし、上述した状況が統合計画の後押しとなり、1602年 3 月、連合東インド会 
社 （V0C)が設立された38。
設立当初において、V 0 C は、スペイン、ポルトガル、イギリスなど他のヨーロッパ勢力 
と対抗するために、貿易を行う拠点を確立することが必要だった。 このため当初会社は、 
パンァン、ジャカルタ、グレシク、ジュパラ、ジョホ1一ル〈Johor〉、パ タニ、マカッサルな 
ど多くの港に商館を置いて現地の貿易に参入した。その後 V0 Cは、当時の総督クーンの時 
代、1619年にジャヵトラからイギリスならびにパンテン王国の勢力を駆逐して占領し、こ 
こをバタヴィアと改名し以後の本拠地とした。
このバタヴィアの建設にともない、V 0 C は華人優遇政策を採った。前に述べたように、 
V 0 C は、貿易において競合関係となるジャワ北岸地域の華人の多くに対して強い警戒感を 
持っていた。だが、高い技術を持つ華人の存在がバタヴィアの建設には欠かせなかったこ 
と、中国との貿易において華人の持つネットワークを会社は無視できなかったこと、 さら 








存 在 し た 2 4 の税のうち1 7について華人の徴税請負が認められたことなど、V O Cによる華 
人優遇政策によって、現地に多数の華人が流入しはじめたと論じる39。 ジャワ北岸地域へ 
の華人流入も、バタヴィアへの流入とほぼ同じ時期からさらに増加した可能性が極めて高 
い。 162 0年代から 3 0 年代まで、バタヴィアには年平均5 隻の華人ジャンク船が中国各地 
から来航し、年 平 均 1000人の華人が来航していた40。そしてこの当時、V O Cは、これらの 
バタヴィアに来航した華人のうち中国に帰るのは3 分 の 1 以下であると認識していた41。 







1 7世紀には、V0 C文書においてバタヴィアとジャワ北岸各地域との船舶往来の記事が現 
れる。この記事は、既 に 1620年代の各記録から見ることができる。例えば、1626年には、 
前年に中国からバタヴィアに来航して関税を免除される特権をV0 Cから与えられた華人ジ 
ャンク船が、会社の許可を得ずにさらにジュパラへ向けて出航しようとして拿捕される事 
件があった43。 さらに 1630年代には、V 0 Cの記録において華人を乗せてバタヴィアとジャ 









述 し た 1618年にジュパラの華人がV O Cの支配地域に自分達の居住を求めた事実は、同年の 













ア の ベ ン .コンの娘と婚姻関係を結んでいた事実は、このことをよく示している。そして、 








や 、 ジャワ北岸地域に対する影響力拡大を積極的に図っていた。初代の王スナパティ 
くSenapati〉[位 ：1584頃-1601]治世には、1588年にドウマクを、またこれとほぼ同時期に
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1 7世紀に入り、スナパテイの死後王位を継いだ同王の息子である第2 代の王クラプヤッ 
ク〈Krapyak〉[位 ：160卜13]の時代になると、マタラムは、更に勢力拡大の志向を強め、ス 
ラバヤと激しく対立するに至る。 クラプヤックは、1610年 か ら 1613年まで毎年スラバヤ 
に対する攻撃を行い、同地域における米の生産に大きな打撃を与えた。




ていく。 そ の後 1630年代には更に東のパナル力ンくPanarukan〉や西ジャワのプリアンガン 
<Priangan>地方を支配下に入れ、1 6 4 0年にジャワ東端のパランバンガンくBalambangan〉を 
制圧する。これらの結果、ジャワ島は、独立した王国が存続していたバンテンとチルボン 





















ョルタンの副シャーバンダルが華人であった事例に加え、V O Cの記録では、1631年にトゥ 
ガルのトゥムンゴン<Tommagon>〔治 安 長 官 . 地方領主〕5°の下で働いていた華人が存在し 








5 . マ タ ラ ム 一 V 0 C関係と華人
これまで述べてきたように、I7 世紀のジャワ島において勢力を伸張しつつあったマタラ 
ムと V 0 Cは、互いに無視できない存在となった。 この両者の関係は、17世紀の間に、良好 
な関係から敵対関係、そして再び友好関係へと激しく変化する。
マタラムとV 0 C との間で公式になされた最初の接触は、マタラムがクラプヤックの治世 
にあった1613年とされる。この接触は、同王が、当時マタラムと競合閨係にあったスラバ 
ヤと対抗するために、V 0 Cの初代総督であったピーテル. ボートくPieterBoth〉に対し、マ 
タラムと会社の同盟を打診するというものであった。 この申し出に対し、V O C は、当時マ 
タラムの領域にあったジュパラだけでなく、同王国と対抗したスラバヤの影響下にあった 
グレシクにも商館を置いていた事情から、 この打診を拒否した。だが、V 0 C がマタラムの




る。 アグンは、王位に就いた当初からV O Cの存在を非常に警戒していた。アグンの就任に 







の態度を硬化させる。さらに、1618年に、マタラムがV O Cによるジャワ人船舶への海賊行 
為を激しく非難したことで、両者の対立は決定的なものとなる。同年、マタラムによって 
ジュパラの現地首長となっていたグジュラテイく Gujerati〉が現地のV O C商館に対する攻撃 
を行い、商館員のうち3 人のオランダ人が殺害され、残りの者が捕らえられる事件が発生 
した。 これに対しV O Cは、その報復として現地に停泊する全てのジャワ人の船舶や町の大 
部分を焼き払った。
その後、アグンがジャワ北岸地域やその後背地への軍事遠征を優先させたため、両者の 
対立は一旦落ち着く。1621年には捕虜となったV O Cのジュパラ商館員が解放され、マタラ 
ムから米の供給も再開された。一方、1622年 か ら 1624年までの 3 年間、会社は、毎年マ 
タラムに使節を派遣する。その際、使節に対してアグンは、同王国が敵対するスラバヤ、 
パンテン、バンジャルマシンへの軍事遠征を行う際に会社の海軍の援助を求めたが、これ 
らの地と交易関係を有したV O Cの使節は、これを頑なに拒否した。その翌年の1625年、ア 
グンはV O Cからの援助を得ずにスラバヤを陥落させる。
この時点においてアグンは、援助を拒否したV O Cを、 自らにとって最も脅威な存在と認 
識するに至る。そして、1628-29年、アグンは2 度にわたりパタヴイアの包囲を行った。 
1628年に行われた1 度目の包囲では、マタラム軍はバタヴイアを陥落寸前にまで追い込む 
が、目的を達することはできなかった。また翌 1629年に行われた2 度目の包囲では、マタ 








る。アマンクラット1 世は、1646年 に V O Cからの友好条約の申し出を受け入れ、これによ 
りマタラムとV O Cとの間に公式な関係が復活することになった。その5 年後の 1651年には、 
V O C は同王による許可が出たことでジュパラの商館を再開し、両者の間での貿易が拡大す 
ることになる53。
こ の 1646年における両者の関係修復の大きな要因として、1 つ目は、マタラムが王国成 
立当初から主要な貿易相手としていたポルトガル領マラッ力が、1641年にオランダにより 
占領されたことで、同王国が特に米の輸出において新たに主要な貿易相手としてV O Cに目 
を向けたことが考えられる。アマンクラット1 世は、王国の強化を図るために、V O C との 
貿易を再開させ、利益をあげようとした。 アマンクラット1 世の時代においても、マタラ 
ムと V O Cとの間に緊張関係が時々発生することがあった。主なところでは、後述する同王 
















たことは、当時公式には断絶していたV O Cとマタラムの勢力下にあった両地域を、彼らが 
結びつけていたことを示している。
163 0年 代 か ら 1640年代前半にかけてのV 0 Cの記録には、会社が、ジャワ北岸地域にか 
んする調査や現地との連絡、また現地有力者との交渉などにおいて、華人を使っていたこ 
とが記述されている。例えば、先に述べた『バタヴィァ城日誌』の 1631年 1 0月 2 0 日にあ 
る記事には、V0 Cが、バタヴィァから華人ナコダ〔船長〕のチッケルくTicker〉やヤンコン • 
ゼイネライくJancon Si jnela.i j>その他の主要な華人を乗せ、ジュパラのトゥムンゴンに宛 
てた書簡と贈物を携えて、ジュパラに派遣したとある55。この華人の派遣は、V0 Cが、当時 
停止していたマタラムとの貿易を再開できる可能性について現地で調査を行うこと、また、 
会社がこ の トゥムンゴンを通じてマタラムとの間で和平を成立させることを望んでいる意 
向を、同王国に対して伝えるために行われた。加えて、同日誌の 1634年 1 1月 6 日におけ 
る記事には' V 0 C がジャワ北岸地域の華人を用いてマタラムや現地の有力者と交渉を行っ 
ていたことが記述されている。同記事は、次のように述べる。1 1月 6 日にプリンス• ウィ 
一レン号〈Prins Willen〉という船舶がトゥガルからバタヴィァに帰港した際に、 トゥガル 
で同船を迎えた10人の華人のなかに1 人のムスリム華人が存在し、彼は、自分がトゥガル 
のトウムンゴンの急使であると、同船に乗船したヨ ア ン • フ ァ ン . ブルツコム<Joan van 
Broeckom〉に伝えた。そしてこのムスリム華人は、彼から会社の書簡と贈物を預かってトゥ 
ムンゴン の もとへ行き、その後、彼のところからさらにマタラム王のもとへと向かったと 
される56。さらに華人は、マタラムの領域で捕らえられたオランダ人との接触をとおして、 
彼 ら と V 0 C との連絡役も担った。同じ日誌の1636年 9 月 1 8 日の記事には、パタヴィァか 
らジュパラに向かう華人船の記述があり、V 0 Cが同船のナコダである華人ソニオ〈Sonio>に、 
会社からマタラムの王都に捕われたオランダ人へ宛てた書簡を託したと記録されている57。 
また、1640年代前半にも、V 0 Cはジャワ北岸地域とバタヴィァとの間を往復する華人から 
現地にかんする情報を得ていたことが、会社の文書に記録されている。『バタヴィァ城日誌』 
1641年 9 月 2 4 日の記事には、エコくEco>という名の人物をはじめする華人やジャワ人を乗 
せた船舶がジュパラからバタヴィァに来航した際に、上述したマタラム王による硫黄輸出 
の情報を、会社がこの船から得ていたことを記している58。
このように、1630年代から 1640年代前半にかけて、V 0 Cはバタヴィァ在住の華人をジャ 
ワ北岸地域に派遣し、彼らから現地の情報を得ていた。当該の時代、会社は、ァグン治世 






人の双方によって行われていた。上述した 1631年に行われたV O Cによる華人を使った調査 
は、V O C が彼らと連携し、会社と親密な関係にあったバタヴィア在住の華人を通じてマタ 
ラム領域の事情に詳しい現地の華人からの情報を得ることを意図したものであったといえ 
よう。その後、マタラムとの交渉や現地からの情報収集は、V O C が華人を現地へと派遣す 
るかたちから、1630年代後半以降には現地からバタヴィアに来航した華人から情報を得る 
かたちへと変化する。 ジャワ北岸地域とバタヴィアとの間で華人が往来して、公式には断 
絶していたマタラムとV 0 Cの双方に商品と情報をもたらしたことが、両者が再び公式な関 
係を構築させ、貿易を再開させるのに大きな役割を果たすことになったのである。
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第 3 章 1 7世紀ジャワ北岸地域における貿易と華人
1 . 序
本章では、1 7世紀ジャワ北岸地域の貿易と華人の関わりについて考察する。
マタラムの影響下に入った1 7 世紀において、ジャワ北岸地域の貿易は、特に同王国と 
























バ ツ ド . タ ナ . ジヤウイ』お よ び 『パ パ ツ ド . イ ン . ソンカラく Babad Ing Sankala>l 61、 
V O C の各文書に現れる記述から、同王朝が決して貿易と無関係ではなかったと主張する。 





た南海の海底で女神ニャイ.ロロ • キドゥルと交信したことに着目する。そして同氏は、 
これらをとおしてスナパテイが水界を統べる精霊を味方につけたこと、マタラムの敵が河 
川の洪水によって滅ぼされたことを挙げ、ジャワ内陸部の王権が河川交通と密接に関係し 
ていたと論じる。また同氏は、『パパッド • イ ン . ソンカラ』に、1 6 4 6年頃からマタラム 
の領域でタバコの栽培が始まったことや、1655年頃にはジャワ北岸地域からの税がスペイ 
ンレアルで徴収されていたこと、王国内では銅銭が使われていたことなどの記述があるこ 
とを指摘する。 さらにハウベンは、V O C文書から、同王国がアマンクラット1 世以後の時 
代 V 0 C との貿易を行っていたと述べている62。
一方ナフテハールは、1 7 世紀のジャワ北岸地域での貿易は、米、塩、砂糖、木材、魚、 
ヤシ油、ジャワ綿布、ムシロといった日常品を中心とした輸出や、インド綿布、銅、鉄、 
磁器、籐紐といった手工業品および蟎、檳榔、筍、アヘンをはじめとする麻薬等の輸入な 
ど地域経済に密接に結びついていたものであったとする63。 これらに加えて168 0年以降、 
藍 〔乾燥藍〕やコーヒーといった商品作物の貿易が活発に展開し始め、そのなかでV0 Cや 
現地の首長をはじめとする有力者に加え現地に移住した華人が大きな役割を果たしたと、 
同氏は指摘する64。




に波及したトルノジョヨ反乱に対し、V 0 C がマタラムを支援するための合意内容には、綿 




といつた貿易が、V O C が重要視する程度にまで展開していたことを示しており、 この同意 
以前から、現地において華人が貿易に深く関わったことを意味しているからである。
2 . 1 7世紀ジャワ北岸地域の貿易状況
はじめに、17世紀、特 に 1680年までのジャワ北岸地域の状況についてみていく。
V 0 Cがジャワ島やその周辺での貿易に参入した1 7世紀、ジャワ北岸地域の貿易は、次第 
に V O C との関係を強くしていった。 これを最もよく示す事柄が、ジャワ北岸各地域とバタ 
ヴィアとの間で展開された貿易である。
ジャワ北岸地域全域からバタヴィアへ来航した船舶にかんしては、ナフテハールが、1640 
年 か ら 1775年の時期をとりあげて船舶の総積量を提示している[表 1]。同表によれば、1640 
年の積量が 41 1 0コヤン（1 コヤン= 約 1750キログラム）だったのが、1675年 に は 13127コ 
ヤンと急増している。特 に 1675年の量は、同氏がとりあげたデータのなかで、1775年、 
1735年に次ぎ 3 番目に多い。 このうち、非 V0 C船舶については、1675年 に は 53 8 0コヤン 
と 1775年に次ぐ積量となっており、1640年 で も 4 1 1 0コヤンで1705〜 1735年よりも多い 
数量となっている。一方、VO C船舶の積量は、1640年に は 0 であったが、そ の後 1675年に 
は 7 7 4 7コヤンと増加し、その数量は1685〜1705年の時期よりも多い。また、非 V0 C船舶 
と V O C船舶との比率では、1640年では前者のみで1 0 0 %を占めていたが、1675年には非VOC 
船舶が約 4 1 % で V 0 Cの船舶が5 9 % となっている。
1640年 か ら 1675年の間にV0 C船舶が急増した理由には、まず V0 Cが、1640年当時アグ 
ン治世下のマタラムと敵対する状況にあり、同王朝の影響下にあった北岸地域に会社の船 
舶を寄港させることができなかったことがある。しかし、その後1646年アマンクラット1 
世の時代にマタラムとV O Cとの関係が修復され、1651年に会社がジュパラに商館を置いて 
以後、バタヴィアとジャワ北岸各地の間で会社の船舶による貿易が展開することになる。
1 7世紀中葉以降にV 0 Cの船舶が急増した一方で、非 V0 C船舶は、1640年時点で既にある 
程度の量の貿易品を運搬しており、1675年になるとその量はさらに増加している。ナフテ 
ハールは、1680年代以降のジャワ北岸地域における貿易につ い て 、 V 0 Cによって非V 0 Cの
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各勢力による貿易が排除されていくと論じている。だが、[表 1]に示されている両者の船 
舶数の推移を見ると、1680年までの時期におけるジャワ北岸地域一バ タ ヴィア間の貿易は、 




出品の表[表2][表 3][表 4]ならびに輸入品の表[表5][表 6]をもとに、1 7世紀における中 
部ジャワや東部ジャワそれぞれの貿易状況を示したい。 この各表は、『バタヴィア城日誌』 
に現れるバタヴィアと各地との船舶に積載された商品の数量や額をとりあげて集計したも 











1 7 世紀のジャワ北岸各地域一バタヴィア間の貿易では1651年に、現地からの輸出につ 
い て は 1660年代前半に、現地からの輸入では1660年代末に、それぞれ大きな増加があっ 














1 6 6 0年代から、またグレシクにおいては、鹿皮や水牛の皮の輸出が1660年代末から顕著 
となる。ナフテハールは、ジャワ北岸地域の貿易が、とりわけ1680年以降香辛料の中継か 
ら現地で生産される日用品や商品作物の輸出へと変化したことを指摘するが、その変化は、 
ま さ に 1 7世紀のそれ以前の時期から始まったといえる。
— 方 、バタヴィアから現地に輸入された品物については [表 5][表 6]に示したとおりであ 
る。 このニ表からわかることは、一つには、ジュパラは1636年以降、グレシクは1640年 
以降輸入が見られ始めることである。そしてもう一つには、当該時期全体を通じて綿布の 






















息場所となったオンガラン〔ウンガラン〈Ungaran〉〕に向かう6 ドイツマイル〔1 ドイツマ 
イル= 約 7404.4 メ一 トル〕の道中で通過した村々の住民は、全て稲作で生計を立てていた 








1 7世紀にジャワ島での貿易に参入したV 0 Cが、同島の産品で最も早くから閨心を示した 




ったのも米だった。その後もV 0 Cは、マタラムによる北岸地域の港の閉鎖に際して、米の 
取引を行えるよう、同王朝と何度も交渉を行っている。また、1646年以降、V 0 Cの多く記 
録には、バタヴィアを出航しジュパラに寄港した会社の船舶が、現地で米を補給した後に 
テルナテやアンボンなどのマルク諸島へ出航する記事がみられる。
V 0 C とマタラムとの関係が修復した後の同王国領域からバタヴィアへの米の輸出におい 
ては、両者の間で毎年決められた価格で取引が行われた。例えば、1664年 に は 1 ラストあ 
た り 1 2 レアルとなつており72、 1667年 に は 1 ラストあたり1 5 レアルでV 0 C と取引されて 
いた73。 当時のジャワ北岸地域では、ジャワ人の現地首長が、米を含めた全ての輸出品の 
取引を独占していた。彼ら現地首長は、商人に販売するための米を、臣民からの貢納や市
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場での購入によって得ていた。また現地首長は、 自らの独占販売権を更に第三者へと貸し 
出していた。 このため、現地で貿易を営む商人は、専ら現地首長の代理人から米を購入し 







減少をもたらし、アグンによる征服と並んで、そ の 後 17世紀後半になるまで現地の活動が 
一時的に停滞する一因となった。また、1673-75年における旱魃は、現地での米価高騰を 
引き起こし、第 5 章で述べるマドウラ島で発生し、一時はマタラムの王都を陥落させるま 
で大規模に展開したトルノジョヨ反乱の原因ともなった76。だが、[表 1]や [表 2]に示され 
ているように、そのようななかでも、量の変化こそ見られるものの、米のバタヴィアへの 
輸出は続いた。現地首長や華人の米の集荷力は安定していたのである。
このジャワ北岸地域からの米輸出は、V 0 C が、マタラムとの閨係を回復した後に現地に 
おいて最初に関心を示した貿易であった。当初、マタラムとV 0 Cとの貿易は、同王国とバ 
リとの抗争により大きな影響を受けていた。このためマタラムは、1652年に米や木材の輸 
出禁止の布告を出す。しかし、この輸出禁止は翌1653年に解除され、同王国とV 0 Cとの間 
で、会社がジュパラで米と木材をいつでも輸出することが可能であるとする取り決めが結 
ばれた77。この 1阳3 年における会社の記録において、華人は早い時期からV 0 Cの米貿易に 
関与していたことが明らかとなる。1653年 4 月 1 9 日付でジュパラからバタヴィアに送ら 
れた書簡には、チンスイくTinsuij〉という名の華人ナコダが、自らのジャンク船でV 0 C向け 
の 米 1 7 6ラストをバタヴィアに運ぶために航海するが、強い向かい風によって妨害され、 
最終的には会社に約1 3 7ラストが供出されたことや、その後で荷を得るためにグレシクに 
向かった後さらにバタヴィアへ向かうことが記録されている78。また、同 年 1 月の記事に 
は、チンスイのジャンク船がジュパラに寄港した際に行われる米の荷下ろしは、激しい天 
候と風により不可能であると記されてい る 79。 こ の 2 つの記事から、当 時 チ ン ス イ は ジ  
ュパラ、 グレシク、バタヴィアとの間でV 0 Cの米の運搬を行なっていた人物であったと い  





同 年 8 月の記事には、レンバンくRembang〉とジュパラとの間で華人ジャンク船がV O Cの米や 
木材を運搬していたことが書かれている81。VO C相手の米貿易において、主要な海上の運搬 
は華人が担っていた。
米の貿易は、1 7世紀後半においても引き続き行われ、1670年代には、V 0 Cだけでなく、 
後述する北岸地域へ来航する鄭氏とも取引された。 この取引において、会社は、鄭氏の船 
舶に対して、後に述べるようにあからさまな敵対行動をとることはなかった82。 これらに 
ともない、華人の米貿易への関与は更に強まった。先述したチンスイは、1660年 代 や 1670 
年 代 も V 0 Cの米貿易に大きく関わっていた83。特に、1672年 4 月の記事は、V 0 Cが会社が 
望んだ量の米を南スラウヱシのマ力ッサルに運ぶことを手配するようチンスイに約束させ 
たものだった84。同記事から、マ力ッサル戦争[1666-1669年 ]の後に V O Cの影響下に入った 
マ力ッサルへの米輸出にも、彼が関わっていたことが明らかとなる。
















ジャワ島における砂糖生産は、1 6 2 8年のトウガルを皮切りに、1 6 3 3年にパンテン、1634 
年にはジユパラおよびチルボン、1636年スラバヤ、1637年にバタヴィア、1641年にはグ 







16 6 5年の記事には、砂糖商人はマタラムの外にいると記述されており87、この商品の貿易 
にかんしてもマタラムの関与の割合は低かったことが改めてわかる。




年に華人ヤン . コンが砂糖生産に失敗していることや、同地域の開発が本格的に進んだの 
が V O C とバンテンとの関係が回復し、現地の治安状況が改善された1683年以降であったこ 
とを指摘しており89、同年以前は質量ともに北岸地域を圧倒するほどの砂糖を生産してい 





て主に広南、 トンキン、 日本、中国、オランダ本国へ、多くの額に相当するものが輸出さ 
れていたことがわかる。また表にあげた各国への輸出のうち、ペ ル シ ャ や 日 本 オ ラ ン ガ  
本国向けについては、全てが V0 Cの船舶によって行われている。また、中国向けは、 ごく 
僅かに非 VO C船舶による輸出が行われているものの、殆どが VO Cの船舶によって行われて 






チン（鄭）氏政権のトンキンが貿易において1650年代以降V O C との関係を強化した一方で、 
トンキンと対抗する阮氏政権の広南は鄭氏との関係を強化しており、バタヴィアと広南と 




ついて考察を行ったリ• タナーや、製糖技術を例に17、1 8世紀における東アジアや東南ア 
ジア域内貿易と生産技術移転について論じたクリスチャン. ダニエルスは、1 7世紀後半に 
広南から中国や日本への砂糖輸出が行われていたことを指摘する91。 しかし、先に挙げた 
バタヴィアから広南への砂糖輸出の事実を考慮した場合、特 に 1669年以降については、現 
地からの輸出品の中には、非 V0 C船舶によるバタヴィアを経由したジャワ産の砂糖が含ま 
れていた可能性が高い。
このようにして、1660年代にジャワ産の砂糖が大量に各地へ輸出されるようになった背 
景には、次 の 2 つの事情があったと考えられる。
ま ず 1 つ目は、1662年の鄭氏による台湾占領によって、台湾からバタヴィアへの砂糖の 
供給がストップしたということである。 当時は、特にサファヴィー朝最盛期のペルシャに 
おいて砂糖の需要が拡大する情勢にあり、そのなかで台湾からの砂糖供給が断たれてしま 
うことは、V 0 C にとって大きな痛手であった。 この状況に対応するため、V 0 Cは、1662年 
の段階でジャワにおける砂糖の生産を拡大することを望んでいた92。鄭氏の台湾占領が、 
V 0 C にジャワにおける砂糖生産の必要性を大きく高め、ジャワにおける砂糖の生産と輸出 
を拡大させるという結果を生んだのである。
















後者については、フラマン <Glamann>やナフテ ハ ー ル が 1680年以後のケースを取り上げ 
これらV 0 Cによるジャワ北岸地域産砂糖買い取りをめぐる問題について、砂糖の供給が停 
止する事態がしばしば発生したことや、V0 Cが投資を行っていたバタヴィア周辺地域の製 
糖業を保護する政策が背景にあったことを指摘している96。 1680年以前についても、状況 
は同じだったと考えられる。1659年 1 2月の記事には、V0 Cが華人に対して、それまで行っ 
て い た 1 ピクル当たり5 1 / 3 レアルでの買い取りができないと通告したのに対し、彼らが 
現地からバタヴィアに向かう船舶のパ ラ ス トに困ると訴えたため、1 級品にあたる白砂糖 
については1 ピクル当たり5 レアル、2 級品については同 4 レアルで買い取ることになっ 
たと記されている97。また、1662年 5 月の公告には、砂糖検査官が製糖工場を検査した際、
もしジュパラ産をはじめバタヴィア以外の地域で生産された砂糖が工場にあった場合、そ 
の砂糖は没収されるとある98。 さらに、1669年 1 月 2 2 日の公告には、バタヴィア政庁が、 
これ以後ジャワやパンテンで生産された砂糖の輸入を行わないことが記述されている99。 
しかし、V 0 Cの取り締まりや砂糖買い取り拒否の公告が出された後もバタヴィアへの砂糖 














め、移 転 . 定着が短期間内に達成できたのである。そのうえで、同氏は、上記の製糖技術 
は 1 7世紀初頭にジャワへ移転したと主張している1o0。
ジャワ北岸地域における製糖も、現地の華人によって始められ、行われていたといえる。 




長岡新治郎は、1719年のジュパラをはじめとする北岸地域に存在する3 7 の製糖所全てが 
華人によって所有されていたことを指摘するi<>2。この状況は、17世紀のジャワ北岸地域で 
も同じであった可能性が極めて高い。1653年 3 月にジュパラからパタヴイアに送られた書 
簡には、当時砂糖が華人を通して取引されるのが原則であったことをうかがわせる記事が 
存在する1®3。また、上 述 し た 1659年 の V 0 C による通告は、砂糖の貿易や運搬が華人によ 
って行われていたことを示している。 さらに、1672年 9 月の書簡には、V 0 Cが現地におい 
て綿布を対価として華人と砂糖の取引を行っていた記事が見られる104。加えて、1685年に 
おいて、V O Cが中部ジャワで購入した砂糖のうち4 6 % が、ジュパラのカピタンであった華 












な人数にかんしては長岡新治郎が言及しており、 ここでは[表 8]にまとめた。なお同氏が 




1 つの製糖所におけるおおよその人員を構成していた。 このうちジャワ人は、明らかに分 





必需品や嗜好品を製糖所が供給していた。 1 7 世紀末以降のオムランデンでは、製糖所が、 
















る植え付け後6〜7 ヶ月目では、1 日あたり8〜9 m mの水が必要となった111。 このため、サ
トウキビ栽培の現場では、灌漑のための施設をつくり管理することが必要だった。
他方で、こうした灌漑の必要性が、サトウキビ栽培と稲作との輪作を可能とさせる。サ 
トウキビは、概 ね 5 月頃に植えつけられる。そして、新たに苗を植えつけるもの〔新植〕 
についてはおおよそ12〜1 8ヶ月、刈り取った株から伸びた茎を栽培するもの〔株出〕は大 




培 を 2 年 〔新 植 1 回、株 出 1 回〕ないし3 年 〔新 植 1 回、株 出 2 回〕行いその後地力回復 































域 で V O C は、米と同様に木材にも関心を持っていた。同地域における主な木材生産地は、 



















が現地で建造されていた。V O C の記録には、北岸地域ではこの時期に北岸地域に来航して 
いた鄭氏の船舶や、ィギリス人の船舶も建造されていたことが記されている116。
木材貿易においても、華人は早い時期から関わっていた。1653年には、先に挙げた8 月 
2 3 日の記事において、木材が米と並んで華人によって取引された記事が見られる117。また、 






ハウテく Loura Goute>であった。彼は、パジャンクンガンに住むムスリム華人で、同地域や 
レンパンにおいて、木材切り出しや港への運搬、V 0 C をはじめとする船舶への荷積みや販 
売を通じて、現地での木材輸出に深く関わり、活発に活動を行っていた。1667年 3 月の書 
簡には、彼がレンパンにおいて同じ華人であるク レ イ . スダナくCoerij Sedana〉120ととも 
に、並外れて見事な梁材を4〜5 隻の船に積み用意していることや、会社向けに曲材を切り 
出していたとの記事がある121。また、同 年 4 月の書簡には、彼 が V 0 Cに現地における有力 
者として認識されており、V 0 C はあらゆる努力を以て彼と協定を結ぶことが求められる、
と記されている122。また、1669年 6 月の書簡には、彼に対してV 0 Cが 7 0 0ないし8 0 0 レア 
ルで曲材を供給してもらうよう依頼するとの記事がある123。この当時、ロウラ•ハウテは、 
V 0 C が木材貿易を進めていくのにあたり、その多くを依存しなければならなかったほど、 
当時パジャンクンガンやレンバンにおける木材の多くを取り仕切っていた存在であったと 
いえる。 このため、会社は、木材供給を保証するため、彼に便宜を図る必要に迫られてい 



















輸入品として知られていたインド綿布は、1 7世紀、特 に 1670年代までのジャワ北岸地域 
においても、輸入品の中心を占めていた。 これらジャワへ輸入されたインド綿布の用途に 
ついて、ナフテハールは、当時ジャワ綿布と比べて価格が非常に高価となっていたことを 




















性が極めて高い。V 0 Cの記録では、1660年代末からスマランにおいて華人によってピチが 
鋳造されていた記事が見られる127
アヘンについては、現地で嗜好品として使われていたと考えられる。V O Cの記録を見る 
と、1666年の書簡において、V 0 Cが、北岸地域へのアヘン販売について、現 在の 1 ピクル 
あたり 8 0 0 レアルでの販売価格や、利益のうち2 力テ一あたり1 6 レアルを現地の長官128ウ 
イラデイカラくWirat Dikara〉に渡すのは高価すぎるとある。そして、現地には大量のアへ 
ンが流入していることから、今後はバタヴイ了 と同様に1 ピクルあたり4 0 0 レアルで販売 
















1682年までバンテンが中心になって行われてい た ことや、貿易に従事した商人はバタヴィ 
アで流通する貨幣でアヘンを購入し、そのアヘンを北岸地域で売却して現地で流通する貨 














たことと並行して、在地の華人が貿易活動をとおしてマタラムやV O Cとの関係を深め、現 
地社会との関与を一層強めた。













一方、ジャワ島における華人とV 0 Cならびにマタラムとの関係は、ナフテハールが指摘 
す る 1680年より前に、既にかなりの程度まで構築されていた。特 に 1 7世紀中葉からは、
一  45 —










華人の V O Cやマタラムとの関係深化につ い て 、 それぞれ明らかにしていく。
2 . アマンクラット 1 世治世におけるマタラム王国の統治
1 7世紀中葉以降のジャワ北岸地域への華人流入や活動につ い て 論じる前に、その舞台と 






ーフらによる当該時代のマタラム王国史研究は、 こ の 記録を史料とし て 用いてい る 伽 。 そ 
して本稿でも、その記録を利用する。
当時ジャワ島にあった1 4 州 の う ち 1 2 の州がマタラム王国の支配下にあった。そ の 12 
州は、沿岸部のパフンパンガンくBalanbangan〉、スラバヤ、 トゥバン、パティくPat i> ドゥ 
マク、プマラン〈Pgmalang〉、チルボンと、内陸部のポルパイア〔= マディウン〕、プリタ ル  







































は、1657年 に 4 人に増員され、後述する代官にとって代わられる1669年まで存在した。 
また、翌 1652年 か ら 1653年にかけて、同王国は、 自らに対抗するバリとの貿易を停止さ 
せるために米と木材の輸出を禁じる。そして 1655年 から 1657年まで、マタラムは、それ 
でも密貿易を行う沿岸地域の活動を抑制するために、全ての港を閉鎖した。 この港の閉鎖 
では、大小問わず全ての船舶が破壊され、漁師でさえも海に出ることを認められなかった。 





3 . 1 7世紀中葉以降における華人流入
1 7世紀中葉以降、中国では、1644年に李自成の乱による明の滅亡と清による反乱軍撃退 
ならびに北京入城によって、王朝の交代が行われる。他方、これとほぼ同じ時期、東シナ 








































タヴイア城日誌』の記録から、1 6 6 5年以降に同地からバタヴィアに来航はじめたことや、
- 49 一
1665-1669年の時代には 1 隻、1670-1674年 に は 1 3隻、1675-1679年の期間には1 5隻、 
1680-1683年の時期には 6 隻、それぞれ来航していたことを指摘している。一方で、同氏 
は、中国沿岸からの来航数が、1665-16 6 9 年の時代には無く、1670-1674年 に は 5 隻、 
1675-1679年の期間には2 8隻、1680-1683年の時期には10隻であったとも論じている142。 










いた勢力である。この勢力は、鄭芝龍が 17世紀前半に東シナ海海域で活発に活動してい た  
李且の後を継いで以降勢力を拡大していく。 また彼の息子鄭成功は、その後の清との抗争 
をめぐって、鄭芝龍が同王朝に投降したのに対し、彼は清に抵抗し続けた。そして鄭成功 











域にかんしては、1670年頃から彼らの流入や現地での活動が、V 0 Cの各文書において明ら 
かになっていく。その様子は、以下に挙げる通りである。1671年のバンテン発3 月 5 日付 
の書簡には、鄭氏のジャンク船がグレシクからバンテンに来航したことや、バンテンの収 
税官く tollenaer〉ネ ベ .セクレダナくNebe Seccredana〉のジャンク船が2 月 2 6 日に台湾から 




に出航していることが記録されている147。そして、これを裏付けるものとして、同 年 4 月 
のジュパラ商館からの書簡に、スマランやグレシクなどジャワ北岸の各地において台湾か 
らやってきた華人が居住しているとの記述が存在する148。 この他にも、3 月にジュパラ商 
館からバタヴイアへ送られた書簡には、パジャンクンガンにおいてパンテンの華人 シャー 
パンダルであるカイツーくCaytsoe〉によって建造された船が鄭氏に売られると記述されて 
おり149、翌 1672年 の 4 月 と 7 月には、同地で鄭氏の船が建造されたことが記録されてい 
る150。また、この両年には、スマラン、 ジユパラ、ジュワナ、 レンバン、グレシクのジャ 
ワ北岸地域沿岸で鄭氏の船舶が航行しているとの記事がしばしば見られ、こ の う ち 1672 
























一方で台湾は、V O Cの支配下にあった1640年代から 1650年代にかけて、中国本土の混 
乱から逃れた多くの者を集めたことで、急速に人口が増加していた。 ウィルズは、V 0 C に 










影響下に華人の活動が、第 3 章で述べたようなジャワ北岸地域の貿易活性化に大きく寄与 
したのである。
しかしここで問題となるのが、当時ジャワに自らの影響下にある華人をバタヴィアやジ 
ャワ北岸地域に送り込んでいた鄭氏とバタヴィアを拠点としていたV 0 C との関係である。 
鄭氏は、台湾占領の前後においてはV 0 Cと敵対関係にあった。だが、 自らが生き残るため 
に各地との貿易が不可欠であった鄭氏は、台湾占領から4 年 後 の 1666年には V 0 C との貿易 
を考えはじめるようになり、その後会社との和解をも意図するようになったとみられる。 
1667年 の 『バタヴィア城日誌』 には、前 年 1 2月に台湾から日本経由で広南に来航した華 
人ジャンク船3 隻の船長が、鄭経の友人であったとの記録がある。 この記事では、鄭経が
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V O C との貿易を望んでいるため、V O Cに会社の使者を乗せた船を台湾へ派遣することを要請 
していたことが述べられている。またこのために、来航した船の船長達が、広南からバタ 
ヴィアへ向かうジャンク船の操舵手に対して、上記の内容をバタヴィア政庁に伝えるのを 
依頼したとも記されている16D。1671年 4 月 3 日の記事には、台湾からパンテンに来航した 
華人がカイツーへ宛てた書簡において、鄭経や彼の下にいる大官達がV 0 C と和解すること 
を望むとの内容があったと記録されている161。 さらに同月1 9 日の記事には、〔V 0 Cの〕バ 
ンテン知事が、もし鄭経がV 0 C と貿易を望むのであれば、先 の 「不当な戦争」162で奪われ 
た捕虜と物を返さなければならないとカイツーに告げた、 と記されている163。
このような鄭氏の貿易や和解の申し出に対して、清朝を援助する意図を持ち同王朝と交 
渉を行っていたV O Cは、 これを正式に受け入れることはなかった。 しかしながら他方で、 
V 0 Cは、ジャワ北岸地域周辺の海上を航行する鄭氏の船舶の拿捕を上述の1672年 の 1 回し 
か行っておらず、バタヴィアやジャワ北岸地域へ流入した鄭氏の華人も特に排除していな 
いなど、あからさまに鄭氏と敵対するような動きは見せていない。当時これらの地域では、 
現地に流入した華人によって活発に貿易が展開し、V 0 C もその貿易から利益を得ていた。 
V 0 C は、その貿易や自らの活動に対して重大な支障がない限り、鄭氏の華人が活動してい 
てもいわば黙認していたことが見てとれる。
鄭氏華人の来航は、ジャワ北岸地域の経済活動を一層刺激したのである。
5 . 1 7世紀後半におけるマタラムと華人
第 2 章で述べたように、1646年アマンクラット1 世統治下のマタラムとV 0 C との間で、 
両者の閨係修復と貿易再開の合意がなされて以降、V 0 C とジャワ北岸地域の華人との間で 
直接的な関係が構築されるに至った。 この事実は、マタラムがV 0 C との貿易を独占的に行 
ううえで、後述するように華人を重用していく大きな要因の一つとなったと考えられる。
I6 4 6年以降、V 0 Cがジャワ北岸地域との貿易や現地から情報を入手するやり方に変化が 
生じる。V 0 C は、従来よりも現地に居住する華人とより直接関係を構築できるようになっ 
た。このことは、前章で述べたV 0 C と北岸地域との貿易において、チンスイ、ティーヘン、





ていたと記録されている164。また、I7 世紀後半には、チンスイがV O Cに対して1 7 0 0レア 
ルもの負債を残して死去し、その後、その負債の支払いをめぐって彼の娘婿であるジンコ 
<d’ Siemko〉および彼の未亡人と会社との間で長くトラブルになっていたことを示す記事 
がいくつか見られる166。更 に 1669年の書簡では、サンコ<Sanco>という名の華人がV 0 Cに 
対 し て 15 0 0レアルの負債を抱え死去したと記録されている166。
これら北岸地域の華人がV 0 Cに対して抱えていた負債の存在は、現地の華人と会社との 
閨係において重要な意味を持っていた。ブリュッセイは、1 7世紀初頭のバタヴィアにおい 
て、ヤ ン ’コンが、V 0 C に対して多額の負債を抱えていた一方で、会社は彼を重用し続け 
ていたことを指摘している。ヤ ン . コンはパタヴィアに最初に移住した華人の一人で、最 
初はバタヴィア建設における材木の供給で台頭し、V 0 C から賭博税をはじめ会社の最も重 
要な税の請負を行うようになるなど、バタヴィァ華人の中で特に傑出した人物となった。 
また中国や華人間との強いつながりをもつヤン. コンは、1620年代前半からバンテンとの 
交渉役として活躍し、また V 0 Cの中国貿易にも関わるようになる。そして彼は、1630年以 
降、鉛ピチの鋳造をも任され、オムランデンにおける砂糖栽培. 生産、バタヴィア東方に 
おける塩田開発などにも関わる。 しかし、V 0 C をはじめとする債権者からの借金を受けて 
行われた彼の事業のなかで、砂糖栽培、塩田開発などは失敗に終わり、ヤ ン . コ ン は V0C 
に 2 7 6 3 6と 3 / 8 レアルという多額の負值を残して死去したという挪。同世紀後半にみられ 
るジャワ北岸地域におけるチイ一ヘンやチンスイ、サンコについても、バタヴィアでのヤ 
ン . コンのケースと同様であったと考えられる。すなわち、これらの負債は、彼ら華人が、 
米の運搬や木材の供給といった会社と密接に関係した自らの事業に関わる多額の資金の前 





数多く見られる。また、1671年 4 月の書簡では、チンスイの娘婿ジンコが、北岸地域周辺 












った華人にっいては、次に挙げる人物が、V O Cの各文書に現れる。 17世紀中葉以降に米の 
貿易に大きく関わっていたチンスイは、1660年代末からグレシクのシャーバンダルとなり、 
ジュパラにおいても、V 0 C が交渉を行う重要な人物であったことからこの地のシャーパン 
ダルでもあった可能性が高いけ0。 また、木材貿易において顕著な存在となっていたロウ 
ラ • ハウテは、パジャンクンガンのシャーバンダルとなっていた。彼らのほかにも、1664 
年には、才ンコ〈0ngko>という名の華人がジュワナ、レンバン、力リガナンくKaliganang〉171 
の 3 港のシャーバンダルとなっていた記録があるロ2。また、1670年代には、インパサダナ 
〈Imbassadana〉の名を持っ華人がドウマクのシャーバンダルであったと記され口3、1 6 7 4年 
には、ビロアウロ くBieloauro〉という名の華人がレンバンとラセム<Lassem>のシャーバンダ 
















常に大きかった。1 6 7 7と 1678年 に V O Cが行った調査では、マタラムがスラバヤから得た 
収入の総額が8 9 0 0レアルで、その内訳は輸出入税が15 0 0レアル、華人が請け負った関所 
税等 が 4 0 0 レアル、人頭税が 30 0 0レアル、米収穫税が4 0 0 0レアルであった。 当時スラバ 
ヤのシャーバンダルが華人のラク サ . サダナであったことを考えれば、実質同地における 
徴税のほぼ全ては華人によって行われていたといえる。また、同じ調査では、スマランで 
徴 収 さ れ た 約 8 0 0 0 レアルが輸出入税と人頭税で構成されていたことが明らかになってい 
るが、これについても、同地のシャーパンダルが華人のサーチアであり、後述するように 
人頭税の徴収も彼が行っていた。そのほぼ全てがサーチアによって徴収されたといえよう。 
さらにグレシクでは、現地で徴収された総額13 7 4レアルのうち輸出入税6 4 レアルとそれ 
以外の華人請負分 1 0 0 0 レアルが彼らによって徴収されていた177。東南アジア地域では、 




なった。1678年の記事には、スマランにおいて、前出のサーチアが、最 初の 7 年間は毎年 
1 2 0 0レアル、その後の 2 年間は毎年 1 6 0 0レアルを現地首長に支払い、塩の専売、竹の専 
売、アラク酒の製造ならびに販売、 ピチの铸造、華人の人頭税の徴収の権利を得ていたと 
ある178。サ ーチアは 167 8年の段階で既に9 年間支払いを行っていたことから、彼は、遅 
く と も 1 6 6 9年には現地で上記の各権利を持っていたとみなすことができる。また、1679 
年のドゥマクでは、首長であったス ラ . ナタの妻の妨害によってV0 Cが塩の購入が不可能 
となっていたとの事例が見られる。 この背景には、現地の華人シャーパンダルのアンガプ 
ラダナくAngapradana〉がスラ•ナタの妻を援助していることがあげられており、当時のドゥ 
マクにおいて彼が塩の専売を行っていた可能性が高いm 。 ジャワ北岸地域の華人は、1660 
年代末には現地の経済に関するかなり多くの重要な部分を掌握していたと考えることがで 
きる。
加えて、上に挙げた華人シャーバンダルのうち、 ロ ウ ラ . ハ ウ テにつ い て は キアイ 
くkeaij>の称号も合わせて持 っ ていたことにも注目する必要があるm 。キアイは.生田滋
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が 「長老」 と翻訳しており181、本稿が史料として用いているVO Cの各文書では、マタラム
の王宮内の人間や現地首長といった高位の有力者に対する尊称として用いられている182。 
ロウラ • ハウテがこの称号を持っていたということは、当時彼が自身のいるパジャンクン 
ガンにおいて、現地首長に極めて近い地位を持っていたといえよう。
さらに、華人シャーパンダルのなかには、現地首長とほぼ同等の地位を得た者も存在し 
た。 1 6 7 7年の記録には、マ タ ラ ム の 第 5 代王アマンクラット 2 世〈Amangkuratn > [位 
1677-1703]は、1677 年に、先述したスラバヤのラクサ.サダナに対してトウムンゴンの称 
号とマ ル タ . ラクサナ<Marta Raksana〉の名を与え、現地で同王の収入の管理を行うよう命 
令したとの記述が存在する183。 当該地域の統治こそジャワ人の臣下に任されたが、華人の 
























た際にはその財産を没収した。1 6 5 3年の記事には、ジュパラにおいてローコく Looco> とい 
う名の華人が死去した隙、マタラムが彼の船舶の積荷を査定していると書かれている185。 




















思われる。第 2 章で述べた、北岸地域の華人のイスラムへの改宗や現地名の使用、現地女 
性との婚姻は、 この時期にも継続していた。上述したジャワ北岸地域の華人シャーパンダ 
ルのうち、チンスイ、 ロウラ • ハウテ、インパサダナ、ラクサ.サダナがムスリムであっ 
たことは VO Cの各文書に記されている。また、現地名にかんしても、インパサダナ、ロウ 
ラ • ハウテ、ピロアウロ、ラクサ.サダナらは明らかに中国名ではなくジャワないしマレ 












第 5 章トルノジョ ヨ 反 乱 と 華 人
伃













トルノジョヨ反乱にかんしては、2 0世紀中葉にデ• フラーフによって発表された一連の 
研究によって、その展開が明らかにされている。その後現在まで、1 7世紀のジャワ島を扱 
った各研究では、同反乱にかんして、同氏の研究を踏まえている。





誌』や V 0 C文書、ババッド類と多くの史料を用いて考察した193。 この論考に続いて、同氏 
が 1952年に発表した研究は、1679年末の同反乱末期におけるトルノジョヨの敗走と1680
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年初頭のマタラム• V O C 連合軍による彼の逮捕、マタラムによるトルノジョヨの処刑まで
を論じたものであった194。 さらに、デ • フラーフは、1961年 か ら 1962年にかけて著した 
アマンクラット1 世治世下のマタラムにかんする研究においても、同王の政策やその最期 





かで、V O C がトルノジョヨ側とマタラム側の双方から援助を求められ、会社はマタラム側 
を援助したことに着目する。その決定においては、当時会社の軍司令官で後に総督となり、 
V O Cの覇権拡大の考えを持つコ ル ネ リ ス . スぺ'~ルマン〈Cornelis Speelman〉〔以下スぺ'~ 
ルマンと略す〕の意向が強く反映されたことを指摘する。これを通じて、1680年以降のジ 
ャワ北岸地域で、V 0 C がマタラムに軍事力を提供し、会社はその見返りに、マタラムから 
戦費等に由来する負債や貿易など経済的な見返りを得る関係が構築されたと論じる196。
先行研究が明らかにしたことは、 トルノジョヨ反乱が、アマンクラット1 世やマタラム 
に対する反乱として展開したこと、そして、反乱や反乱後の展開にマタラム王宮内やその 
周辺のジャワ人有力者ならびにV 0 Cが大きく関わっていたことである。 これらを明らかに 
した両氏の研究の意義は大きい。だが、その一方で、デ.フラーフやナフテハールの研究 
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地域の社会ならびに現地の華人、ジャワ人有力者や民衆の状況が反映されたために反乱が 
















第に大きくなっていった。地 図 6 にあげたのは、1677年におけるジュパラの地図である。 
この地図を見ると、中央部分に水色の下線を引いて「2」と示されている通りがあり、華人 














誌』の 1673年の記事では、V O C の東インド評議会が、同年に米が豊作であったことから、 
マタラムから会社への間で行わ.れる米の売買につ い て 1 ラストあたり1 0レイクスダールデ 
ルで行われることを望み、市場価格もこれとほぼ同じになるとある20、 また、後の同日誌 
における記事に実際の売買価格について記述が見られないことから、この年はこの価格で 
取引されたとみられる。しかし、米が不足し始めた1674年 9 月 1 日の記録には、ジュパラ 
に て 1 ラスト 15〜1 6 レイクスダールデルで、マタラム王都周辺では同25〜3 0 レイクスダ 
一ルデル202、同 月 2 7 日にはジュパラで同2 0 レイクスダールデル203、1 2月 2 4 日には同地 
で 1 ラストあたり4 0 レイクスダールデルに上昇したとそれぞれ記されている2叫。また、 
翌 1675年 4 月 7 日の記事には、ジュパラにおける米の市場価格が1 ラストあたり5 2 レイ 
クスダールデルにまで上昇したとあり2 その後の記録では現地での米不足がさらに深刻 
化したとある2<>6。そして、1 1 月 1 7 日には、同地で米がほとんど入手できない状況となっ 
たと記録されている207。さらに、1676年 4 月 1 0 日には、ジュパラでの米価が1 ラ ス ト130 
レイクスダールデルとなり、米を入手できない人々は木の根を食べて飢えをしのいでいる 
と報告されている2o8。
この米不足の状況は、同年に多くの収穫があったため6 月に一旦落ち着いた。6 月 2 日 
の記録には、V 0 C とジユワナのシヤ ー パンダルとの間で1 ラストあたり2 5 レイクスダール 
デルでの輸出契約が取り決められ2°9、2 7 日の記録には、バンテンが東部ジャワ北岸地域か 






する税の徴収を請け負っていた華人やその輸出先となったV 0 Cは、食糧難に陥ることはな 
かったが、ジャワ人民衆は食糧難に苦しんだ。 しかし、この状況にもかかわらず、マタラ
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ムは、 自らの領域で生産された米を貿易に回すことを優先した。1675年 5 月 3 1 日の記事 
では、バンテンの船舶2 4隻が来航した際に現地の長官ウイラ•マ力くWirat Maka>が古い籾 
米 100束 を 1 0 レイクスダールデルで売却し、このために現地の人々が生活に必要な米を購 
入できなくなったことが、記録されている212。また、上述したジユワナのシャーパンダル 
















トルノジヨヨ反乱の首謀者であるラデン. トルノジヨヨくRadenTrunajaya〉〔以降、 トル 








カジョランは、パネンパハン. ラマくPangmbahan Rama>とも呼ばれ、ジャワのイスラーム 




ジャワやマレーの世界において王権と密接に関わる問題であった216。 これによって、 トル 
ノジョヨとアノムは結びついた。 こうしてトルノジョヨは、マタラム王に反旗を翻すこと 




を集め、同地を掌握した。そ し て 1671年にマドウラ島全島を支配下に置き、さらなる反乱 
の準備を進める。 当初、反乱において彼が戦力として考えたのは、マドウラ島の兵士、そ 
して同島に流入したマカッサル人の兵士であった。 当時、マカッサル人は、マカッサル戦 
争においてVOC— ボネ王アルン. パラッカくArung Palakka〉217連合軍によりマ力ッサル王国 
が占領されたことや、 占領後に同地域を支配したアルン• パラッカによるマ力ッサル人に 























ンクラット1 世は、王族に軍を指揮させて反乱の鎮圧を図った。 しかし、反乱軍は多くの 
支持者を集め、マタラム軍は、1676年 1 0月の東部ジャワ北岸ゴゴドグ<Gogodog>での戦い 
で大敗する。 この戦いで、第 3 代王アグンの兄弟であるパンゲラン. プルバヤ〈pangeran 
Purbaya〉をはじめ、多くの王族が戦死した。
ゴドドグの戦いの後、反乱はさらに大きく展開する。 中部ならびにジャワ人有力者は、 







米を入手することを望んでいたV 0 Cをはじめとする多くの船舶を、各地から集めていたこ 
とが記されている219。 また、グレシクについては、同日誌の 1676年 4 月 2 3 日の記事に、 
同地では米が非常に安いという風説が流布しており、もしこの噂が本当であれば会社に購 
入させることが可能であると記録されている220。一方、同 年 9 月 2 9 日の報告では、デム 
ンが非常に肥沃な地域で、あらゆる食料が豊富に供給されていることや、この地に居住す 
るマカッサル人が増加していること、また、 トルノジョヨが居住するマドゥラ島が、非常 























たな王室が誕生するとの伝承が存在していた。そして、1677年 の 3 月は、ジャワ暦の1600 
年にあたっていた。さらに、当時ジャワでは、不吉とされる月食もしばしば見られていた。 










の 年 6 月 9 日にジュパラからパタヴィァに送られた書簡では、V O C との和平交渉のため訪 
れたマ力ッサル人使節に対して会社が出した8 つの要求書のなかに、全ての華人を彼らの 




た北岸地域港市の数は、同年 4 月にはグレシク、レンパン、パスルアンをはじめ2 0 を超え 
ていた227。 これら襲撃された港市のほとんどで、華人が略奪や放火、誘拐の被害にあって 
















とする反乱軍にマタラムから離反したジャワ人も加わっていったことが、V 0 C 文書に記録 
されている231。 このように反乱軍に加わって華人を襲撃したジャワ人が存在した一方、彼 
らを統治する現地首長らの多くは、彼らの襲撃を止めることはなかった。

























時の会社の軍事力を強く認識していた。 このため、 トルノジョヨ反乱が発生した際には、 
トルノジョヨ側、マタラム側ともに、V 0 Cに対して自らへの援助を求めたのである。
トルノジョヨ反乱が、反乱派に優位に傾いていた1676年 1 1月 7 日、2 通の手紙がパタ 
ヴイアに届く。1 通はマタラムの王子から、も う 1 通はトルノジョヨからである。前者の 




会社に対し大砲と弾薬の貸付を要求した。両者の手紙を受け、V O Cは自らの利権を守るた 





アイケルとは異なり、V O Cはアジア各地に積極的に介入して、現地の王国を会社の影響下 





ジョヨであった。交渉の中で、 トルノジョヨ側は、VO Cに対し、会社が反乱軍に協力し、 
マタラムを打倒して自らが新たな王国を創始した際には、北岸地域からの貢納品をはじめ 






こうして反乱軍側との交渉が決裂した後、V O Cは、1677年 2 月にアマンクラット1 世と 
1646年の条約を更新する形で同盟を締結した。マタラムは、VO Cがマタラムを支援する代 
わりに同王国は会社の軍事費をはじめ全てを負担することや、会社に対して関税を免除す 




その後 V O Cは、スペールマンの意向のもと、アマンクラット1 世が死去した後に王位を 




いたジュバラに移す提案を、同王は、 自らの意向に反するものとして9 月まで拒否し続け 
る。 しかし、 この段階で、マタラムが抱える会社への戦費の負担は相当な額になっていた 
ことに加え、同王国は、この支払いを履行できるだけの資産を持っていなかった。 このた 
め、同 年 10月 と 翌 1678年 1 月に、両者の間で以下の合意が交わされた。
(1)バタヴィアにおけるV O Cの領土をインド洋岸まで認める
















がマタラムを支援し始めたことで、マタラム.V O Cの連合軍が徐々に形勢を逆転していく。 
V 0 C軍は、1677年にスラバヤを攻撃し陥落させた。 このために、 トルノジョヨはクディリ 
<Kediri>へ逃れた。また、翌.1678年にはマタラム.V 0 Cに、アルン.パラッカ率いるブギ 
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く N g a n t a n g 〉、 アンジヤスマラ < A n  j a s m a r a 〉山234へと敗走した。また、 トルノジョヨが敗走
しているのと同じ時期の1679年 9 月には、反乱を後援していたカジョランがVO C軍に殺害 
される。そして同年末、 トルノジョヨは、同山で捕らえられ、翌 1680年初頭にアマンクラ 
ット2 世によって処刑された。その後、同年 4 月には、会社の軍が、ギリの宗教指導者を 
親族らとともに殺害した。 これらによって、反乱軍側についていた各地の現地首長は再び 
マタラム側に戻り、同王国と同盟関係を結んだ。 こうして、 トルノジョヨ反乱は、 この時 
期にほぼ終結することになったのである235。
北岸地域における華人の状況を考えるうえで、この反乱終息期の1677年 か ら 1678年に 
かけて V O C とマタラムの間でなされた合意と、1678年の会社における総督と貿易事務総長 
交代による方針転換は、重要である。この双方により、V O Cは、その後のジャワ北岸地域 
や現地の華人に少なからぬ影響力を行使することになるからである。






























び華人に徴税や日常品専売などの経済活動を委ねていく。また V 0 Cも、経済活動を進展さ 
せるうえで華人を活用した。 このため、 トルノジョヨ反乱以前から活動していた華人にと 
つて、新体制は歓迎すべきものとなった。一方、1680年以前、特にトルノジョョ反乱が発
- 73 -





2 . 第 3 期におけるジャワ北岸地域への華人流入
トルノジョヨ反乱が終結した1679年以降、ジャワ北岸地域への華人流入は、さらに拍車 
がかかった。ナフテハールは、以前は華人が4 人しかいなかったプカロンガンくPekalongan〉 
が 1679年までに 2 0数家族存在するようになった例をとりあげる。 トルノジョヨ反乱が終 






















ブリュッセイは、1686年に中国にバタヴィアに到着した1 1隻の船舶のうち8 隻が厦門か 




る。 中国からバタヴィアへ来航した華人船の数は、1681-1690年 に は 年 平 均 9 . 7 隻、 
1691-1700年 は 同 11.5 隻、1701-1710年では平均11隻、1710-1720年には年平均13. 6 隻、 
1721-1730年 は 同 16. 4 隻、1731-1740年では平均17_ 7 隻と大幅に増加しており、特 に 1731 
年 か ら 1740年の年平均来航数は、1681年からの 1 0年間と比べて2 倍近くになっているこ 
とがわかる239。バタヴィア一 ジャワ北岸地域間を航行していた船舶にかんしては、ナフテ 
ハー ル が 1720年頃のスマランをとりあげ、約 150隻の非 V 0 Cの船舶が同地とバタヴィアと 
の間で往来していたことを指摘する240。また同氏は、ジャワ北岸地域へ華人流入について、 
特 に 1695年 か ら 171 0年にかけて多くが流入し、約 2000人の華人が北岸地域で登録されて 
いたことや、1740年には約 5000人の華人男性が存在していたと論じる








3 . 首長 と V 0 Cの影響力拡大と華人
1680年以前のジャワ北岸地域における社会経済状況と同年以降との大きな違いは、後者
一 /0 _
の時代に見られたV O C と首長の影響力拡大である。
1680年以降同王国は、アマンクラット1 世の進めてきた華人を重用し現地首長を排除す 
るかたちの集権化政策を、V 0 C の軍事力を利用しつつ統治する形態に変更することを余儀 
なくされた。その一方でV 0 Cは、見返りとして同王国からから多くの経済的な権益を得た。 
V 0 Cが得た経済的権益うちマタラムからの戦費については、V0 Cへの支払額が250000レア 
ルであったとされる。この額が高額で王国の負担が重かったことから、特 に 1684年以降支 
払いをめぐって両者の間にはしばしば緊張関係が発生した243。マタラムは、V 0 C と協定を 
結びつつも、会社の代わりに軍事的協力を得られる勢力を探し、V 0 C と距離を保とうとし 
た。 その一環として同王国は、1 6 8 5年に会社と対立して離反したバリ人のスラパティ 
く Surapati〉が率いる勢力を取り込んだ。だが、会社に対して激しい敵意を持っていた彼は、 
1686年 に V 0 Cから派遣された使者フランソワ•タックくFranpois Tack>の使節団を襲撃し、 
タックを含め使節団の多くを殺害し、東部ジャワへと逃亡した。
このために、マタラムとV 0 C との間の緊張関係が激化した。 しかし軍事面では既にV0C 
優位が明らかであったため、最終的にマタラムはV 0 C と和解した。その後同王国は、V0C 
に軍事的支援を受ける代わりに、V 0 C に米や現金でその見返りを支払うという閨係を再構 
築した。V 0 Cの勢力を背景として、マタラムは、不満を持つ首長らを力で封じ、18世紀に 
王国内の集権化に再び成功する244。だが、このことは同時に、当該時期の北岸地域でV0C 







ら直接買い付けようとするV 0 C との間で激しい競争が見られた。首長らは、華人ネットワ 
ークを利用した会社の直接買い付けが行われたことで輸出の独占に失敗したものの、輸出 
を継続して大きく利益をあげていた245。砂糖にかんしては、V 0 Cが投資を行ったバタヴィ 
ア周辺地域からの砂糖輸出を保護するために、会社は中部ジャワ産の砂糖の購入をやめ、 





これらに加えて、V O Cは、藍 〔乾燥藍〕や.コーヒーの栽培を北岸地域に導入しようとし 
た。藍 〔乾燥藍〕は、1 7世紀末に同製品のヨーロッパ市場での価格高騰を受けた会社が、 
それまでのインドのグジャラート産やコロマンデル海岸産の購入から、ジャワ島での栽培 
と生産•加工への転換を意図して導入された。V O Cは、当初この導入を単独で試みたが失 





益を得たことが契機となり、栽培において労働集約を必要としないこと、V0 Cが 1 ピクル 
あたり 2 0 レイクスダールという高額で買い取ったことから、藍と同様に首長主導のもとで、 
栽培ならびに生産を行う地域が急激に拡大した250。





テ ハ ー ル は 「政治企業家」〔political entrepreneurs〕 と定義する251。政治企業家である 




ンやバタン、 ウイラデサくWiradesa〉、ルンパラワくLembahrawa〉252、 シダユ<Sidayu>の首長 
と な っ た 上 述 の ジ ヤ ヤ ニ ン グ ラ ツ ト の 一 族 や 、 ス マ ラ ン の ア ス ト ラ ウ イ ジヤヤ 





















これらを考慮すれば、政治企業家の存在は、ナフテハールが主張する1 8世紀ではなく 256、 
1 7世紀後半には既に顕著になっていたと考えるべきである。1 8世紀の政治企業家は、彼ら 
が 1 7世紀までに行っていた活動を拡大させて、さらに強い影響力と莫大な利益を得たので 
ある。
華人を重用するケースは、V 0 Cでも見られる。V 0 Cは、1680年以降ジャワ北岸地域での 
影響力を拡大し、現地においてマタラムよりも優位な立場に立った。 当初 V0 Cは、北岸地 
域において大きな力を持っていた華人を非常に警戒していた。 16 7 7 年にスペールマンが、 
彼らを利用せずに現地の支配を行おうとしたことは、この考えを反映したものといえる。 
しかし、彼の試みは、華人有力者達の激しい抵抗に遭った。結 局 V 0 Cは、1679年までに現 
地の華人有力者をカピタンとして任命することになった。会社は、ジュパラ、グレシク、 
スラバヤ、スマラン、 トウガルで、現地のカピタンに当該の都市や周辺地域の華人居住区 
の管理や人頭税の徴収を管轄する権限を与えた257。 またV 0 Cは、ジュパラの華人が会社の 
管理下に置かれるとの公告を1680年 1 月 1 9 日に発布した258。 さらに会社が直轄地とした 






の一例といえる。 1720年代、 リン.ペーンコ〈Lim Peen-ko>という名の華人259と当時ジュ 
パラの製糖業を基盤に北岸地域で大きな経済的利権を持っていたクエ•アンコくQueAn-ko〉 
との間に、スマランのシャーパンダルの地位をめぐって激しい争いが発生した。 この争い 
に際して、V 0 Cは、会社とより結びつきの強かった後者の訴えを認め、1728年に前者を同 
地から追放した260。 また、会社がカピタンを任命したこと自体も、ジャワ北岸地域の華人 
が、1680年以降役職の任命から当該地域からの追放に至るまでV 0 Cの影響を受けたことを 
意味した。
また北岸地域の華人は、現地での経済活動においても、V 0 Cの影響をそれまで以上に受 
け始める。 当該時期における北岸地域からバタヴィアへの貿易量は、 トルノジョヨ反乱後 
の混乱期の1680年 か ら 1705年の時期に急速に減少したのち、1705年 か ら 1730年の間に 
急速に回復する。 しかし、この回復はV 0 Cによる貿易のみによってなされたもので、それ 
以外の勢力による貿易は、当該時期全体を通じて衰退した261。V 0 Cは貿易を拡大するなか 






部への立ち入りを制限した262。 こうしてV 0 Cとの関わりを持たない華人は、排除されたの 
である。
これらに加えて、1680年以降、V 0 Cによってオランダの貨幣ドゥベルチェくdubbeltje〉 
がジャワ北岸地域に導入される。ドゥべルチェは、この時期に流通したオランダの銀貨で、 
それまで現地で流通していた銀貨レアルと銅. 鉛 . 錫合金の貨幣ピチとの中間の価値をも 
つ。ナフテハールによれば、レアルとの交換比率が導入当時には1 ドゥベルチヱ=  1 / 2 4レ 
アルで平均1 ドゥべルチェ=  1 / 3 0レアル、 ピチとの交換比率は時期により大きく異なり1 





果、マタラムも、1709年には王都カルタスラのV0 C要塞を維持する費用の3 分 の 1 を支払 
い、そ の 後 1713年にはその全てをドゥベルチェで支払うようになった。また他方では、現 
地においてドゥべルチェの価値が上昇し、この銀貨を偽造した貨幣も鋳造された264。そし 

































い占め始めた。 このようなVO Cやその下で活動する華人に対し、会社への米販売によって 
利益が減少した現地の首長はじめジャワ人有力者の不満は大いに高まった。その結果、現 






















の噂に対して、V O Cは、華人が反乱を計画していると考える。当時のパタヴィアの人口は、 
1739年の調査では城内のヨーロッパ人が1276人だったのに対して華人は4199人で、後者 
は前者の3 倍以上が居住していた。 さらに、同時期バタヴィア郊外には、約 10000人もの 
華人が存在していた270。 このように人口において華人に対し圧倒的に少数であったことが、 
オランダ人の不安を増大させた。 こうした両者の不信が、1 7 4 0年に爆発する。 こ の 年 10 
月 9 日、オランダはバタヴィア市内の華人が蜂起することを恐れ、華人居住区に対する捜 
索を行った。 この捜索のなかで一軒の家で火災が発生したのを、オランダ人側が華人によ 











長の支配下に置かれた人々〔オ ラ ン . ダレム<orang dalem〉〕であった。彼らは、耕作地を 
与えられた一方で、首長が建造する建築物や船舶の材料を提供するなどの賦役も課せられ、 
後には V 0 Cに労働者として貨し出された。特に、木材産出の現場では、森林伐採が進行し 
更に内陸へ移動した産出地で切り出しから運搬まで行わなければならず、その負担は非常 
に大きかった。 こうして彼らは、厳しい境遇のなか低賃金で労働することを余儀なくされ 
た272。 このため彼らは、V 0 C や現地の首長さらにそれに与する華人有力者に対する不満を 
抱き、反乱に参加していったのである。
勢力を拡大した反乱軍は、同 年 5 月から 6 月にレンパンの要塞、ジュワナやドゥマクの
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商館を占領し、スマラン、ジュバラ、 トゥガルの要塞を包囲する。 1741年 1 1月に行われ 
たスマランにおけるV O Cの要塞への攻撃で、反乱軍は、ジャワ人20000人、華 人 3500人、 
大 砲 3 0 門の勢力となっていた273。
この反乱軍の動きに同調して、マタラム王もV 0 Cに与えた経済的特権を回収しようとし 
た。 当時の王であったパクブウオノ 2 世〈Pakubuwanall〉[位 ：1726-1749]は、1741年 7 月 
に反乱軍につくことを決め、カルタスラにある会社の要塞を攻撃した。だが、同 年 1 1月、 
マタラムに反発する西マドゥラの現地首長チャクラニングラット4 世くCakraningratIV〉の 
支援を得たV 0 Cの援軍がスマランに到着すると、形勢は逆転した。 このためパクブウオノ 
2 世は、会社に帰順することを選択した。 しかし、 この同王の動きに反乱軍は猛烈に反発 
し、先王アマンクラット3 世く Amangkuratffl〉の孫を王位につけることを要求して王都 カル 




これにともない、1743年 1 1月にマタラムとV 0 C との間で新たな条約が締結され、パク 
ブウオノ 2 世は正式に王位に復帰する。他方で、 この条約を通じてV O Cは、西マドゥラ、 
スラバヤ、 レンパン、ジュパラ、パスルアン以東の東部ジャワおよびジャワ北岸地域沿岸 
の 幅 60 0ル ー ド 〔約 2 キロメートル〕の支配権を得た。また、上記以外の全ての港市の権 
益の一部が同王国からV0 Cへ委譲されること、マタラム王はV O Cの許可なしに首長の任命 
ができないこと、V 0 Cから王宮への表敬訪問の廃止、同王国は毎年米50 0 0コヤン、豆 500 
コヤン、胡 椒 10000ピクル、藍 2 3 ピクル、綿 糸 3 0 0ピクルを会社に供すること等の取り決 
めもなされた。また、 この条約が結ばれた後、会社は、北岸沿岸の支配権を同地域全域に 
拡大し、1748年にこれをジャワ北東岸地区として直轄領にした。かくして、ジャワ北岸地 
域におけるV 0 Cの覇権が確立し、以後同地域は完全に会社の影響下に置かれたのである2'  
華人反乱では、華人貧困層とジャワ人貧困層とが結合して、V 0 C や華人有力者ならびに 
ジャワ人有力者を襲擊した。 この構図は、ジャワ人民衆が華人全般を襲撃したトルノジョ 
ヨ反乱とは大きく異なることがわかる。この両反乱における構図の相違には、1680年以前 
と同年以降とのジャワ北岸地域の華人が置かれた状況の変化、す な わ ち V0C— マタラム王 






象も起こつたのである。それは、華人かジャワ人かではなく、親 V O Cか 反 V O Cかが重要で 
あった。
5 . 華人反乱後のジャワ北岸地域と華人
華人反乱以降、ジャワ北岸地域はV O Cの直轄地となり、華人有力者は、再び会社との関 
係を深化させることで経済活動の中心を担うこととなる。
反乱終結直後、V O C と華人の関係は良好なものではなかった。華人反乱で大きな被害を 
受けた V O Cは、反乱後しばらく華人を信用せず彼らと距離を置く。同反乱以前から直轄地 
であったスマランでは、会社による華人カピタンの任命が3 年間停止された。また、1 8世 
紀後半には、北岸地域全域について華人居住の規模を制限する命令が何度も出され、1773 
年には南力リマンタンのバンジャルマシンや南スマトラのパレンバンからジャワに向かう 
華人船に対する渡航許可証の発行を、V O C が拒否する。 さらに、会社は、首長に対して土 








にオランダ人知事くgouverneur〉をはじめ現地に派遣されたV O Cの職員は、華人有力者の活 
動を認め、彼らをカピタンに任命して、現地の経済や治安維持のため利用するように方針 
を転換する。







った。 l M O 年代にはリアウの胡椒およびガンビール農園では約25000人の華人労働者が、 











のカピタンとなったタン. チヤウコ〈Tan Tjauko〉をはじめとする一族は、同地だけでなく 
スマラン、バタン、グレシク、シダユ、プマラン、 トウガル、ブレデスのカピタンやシヤ 
一パンダルの地位を得ていた。また、ハ ン . チ ェ ン . コンくHan Tijen Kong>の一族は、パ 
マヌカンやマラン、シダユ、 トウバン、プグルくPuger〉、ボンドウオソ<Bondowoso>の首長 
となった。 さらに、スラバヤのカピタンとなったハン. ブイコ〈Han Boeyko〉の一族は、ジ 
ユワナ' パスルアン、グレシク、バングルくBanger〉277のカピタンに任命される。 こうした 
華人有力者は、現地の徴税請負を担い、更に現地での貿易にも深く関与して利益をあげ絶 
大な力を誇るに至った。華人反乱直前の1740年 か ら 1800年までのジャワ北岸地域の社会 
経済状況について考察したクウィ. フイ . キアンは、この時代を含めた1 8世 紀 を 「華人の 
世紀」 と位置づける278。
しかし他方で、 この時代は、職員の密貿易や汚職を一因とする大きな負債を抱えて18 

















流通させ、さらに貿易を拡大させた。そ の後 17世紀前半には、内陸から勢力を拡大したマ 
タラム王国がジャワ北岸地域をはじめ島内のほとんどの地域を影響下に置き、他方では 





















1646年、アマンクラット 1 世が王となったマタラムと V O Cとの関係修復がなされ、貿易 
が再開された。その一方で、同王国は、北岸をはじめとする沿岸地域の貿易活動を管理下 
に置き、現地首長らジャワ人有力者を排除して、王室のみがその利益を独占しようとした。 
こうした状況で、第 2 期の華人流入が行われる。 中国で明清交代期の混乱や清朝による遷 
界令発令などが展開したなかで行われた同時期には、主にマカオからの流入や台湾などか 
らの鄭氏華人の流入が中心となった。彼らを含めたジャワ北岸地域の華人は、上記の品物 
による貿易をさらに拡大させ、VO Cやマタラムとの関係を深化させる。VO Cは、彼らに職務 
め請負や会社への情報伝達など重要な役割を担わせた。一方、マタラムは、現地の華人有 
力者をシャーバンダルに任命し、貿易を統轄させて徴税も行わせただけではなく、塩や竹 
の専売、アラク酒の製造と販売、 ピチ鋳造、華人人頭税徴収の権利も彼らに与えた。 こう 
してマタラムは、経済活動においてジャワ人を排除する一方で、華人を活用して、集権化 
政策を進めた。 こうしたマタラムの政策が、華人シャーパンダルを頂点として商業活動を 





襲撃が頻発し、彼らが打倒されるべき対象となった。だが、 トルノジョヨ反乱は、VO Cが 




をきっかけに、ジャワ北岸地域に第3 期の華人流入が展開する。 この華人流入では、特に 





ら首長となった者が出現する。マタラムは、V O C に提供する富を確保する必要から、1680 
年以降、 より直接に多くの利益を得ることができる華人系有力者を首長に任命し、重用し 





で労働者となることを余儀なくされた。 こうしたなかで、17 4 1年に華人反乱が勃発する。 
この反乱では、華人にジャワ人も加わって、V O C ならびにこれに与する現地の有力者を攻 
撃した。
V 0 Cによって華人反乱が鎮圧された1743年以降、ジャワ北岸地域は会社の支配下に置か 
れる。V 0 C は華人と距離を置く政策をとったが、オランダ人知事ら北岸地域に派遣された 
会社の職員は、現地における華人有力者の経済力を無視できず、彼らと再び関係を構築し 
ていく。 こうしてV0 Cの職員と関係を構築した彼らは、現地で経済活動を司っていったの 
である。
2 . 17〜 1 8世紀ジャワ北岸地域の華人の境遇における変化と共通性
本稿が論じてきた1680年までの時代、ナフテハールが述 べ た 1680-1743年の時代、クウ 
ィ . フ イ • キアンがとりあげた1740-1800年の時代は、ジャワ北岸地域の華人にとって次 
のような意味を持つ時代であったと考えられる。
1680年までは、ジャワ北岸地域で圧倒的な影響力を誇ったマタラムが経済活動からジャ 



















る。一方、現地では、マタラムや首長らと比べV0 Cが圧倒的な権力を誇るに至る。 こうし 




握していく点については、この 3 つの時期を通じて全く共通していることがわかる。それ 
ぞれの時代において対象や程度に相違はあるもの、1 7世 紀 か ら 1 8世紀の時代を通じて、 
マ タ ラ ム や V0C、現地の首長らは、華人の持っ商業ネットワークや経済力を決して軽視す 
ることはできず、経済活動を行ううえで彼らを利用した。こうして、1680年までにはマタ 
ラム王国の独占政策のもとで政治企業家ともいうべき華人有力者の存在が顕著となり、そ 
の後彼らは、1680-1740年にはマタラム、首長、V0 Cの三者のもと、ま た 1740年以降には 
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- 9 2  -
27 Meilink-Roelofsz, op. cit. , p. 288.
2 8 グレシクの近郊にあったとされ、グレシクよりも遅れて発展したとされる。記録では 
1656年を最後に見られなくなるが、これは同時期にジョルタンがグレシクに完全に包含さ 
れたためと考えられる。〔長 岡 新 治 郎 「東部ジャワの海岸都市革兒昔（Grissie) と饒洞 
(Jor t a n )の盛衰と和蘭東印度会社」『東方学』第 6 号 （1953) pp. 52-64〕
2 9シャーバンダルは、「海の王」を意味するペルシャ語を語源とする。通常各港に置かれ 
る のは 1 名であるが、大きな貿易港の場合は来航する外国商船の所属地域別に2 名から 4 
名任命されることもあった。
30 Meilink-Roelofsz， op. ci t.，PP. 283-284
31 Meilink-Roelofsz, op. ci t.，PP. 250-251
32 Meilink-Roelofsz, op. ci t., P- 291.
3 3東南アジアでは当時、当該の港市から離れた場所での交易取引を委託されて請け負う制 
度が発展していた。〔ピレス， トメ、生田滋、加藤栄一、長岡新治郎訳注、池 上 岑 夫 訳 『東 
方諸国記』 （大航海時代叢書V ) 岩波書店（1966)、p. 490〕
34 Meilink-Roelofsz, op. cit., p. 265.
3 5前 述 し た 『瀛涯勝覧』の記述を考えると、ブリュッセイが指摘する1 6世紀後半におけ 
る中国銅銭の使用は、遅くとも 1 5世紀から継続していた可能性が極めて高い。
36後述するナフテハールによれば、 ピチとレアルの交換レートは時代によって差があり、 
1 レアル=  750〜7 5 0 0ピチであった。
37 Blusse, op. ci t. , p. 46.
38 V O Cの成立ならびに活動について詳しくは、Gaastra，F. S . (1982), De Geschiedenis van 
de VOC. Z u t p h e n .〔なお本稿では5th edition ( 2 0 0 2 )を利用〕、永 積 昭 『オランダ東イ 
ンド会社』 （20 0 0 )講談社を参照されたい。
39 Blusse, op. cit. , pp. 80-84.
40 Blusse, op. ci t. , p. 115.
41 Generale Missiven van Go u vern e urs -gen era a 1 en Raden aan Heren XVII der Verenigde
Oostindische Compagnie, v o l . 1 , The Hague: Martinus Nijhoff, p. 192, 546.
42 Dagh-register, Gehouden int Casteel Batavia vant Passetende daer ter Plaetse als 
over Geheel Nederlandts-India, anno 1674, The Hague: Martinus Nijhoff, p.28
43 Blusse, op. cit. , p. 116.
44 Blusse, op. cit. , p. 80.
45 De Opkomst, v o l . 6, pp. 9.
4 6 アグンは、1641年にメッカからスルタンの称号を得てスルタン.アグンく SultanAgung〉 
と呼ばれようになる。なお、Babad Tanah J a w iでは、称号を得た時期に関係なく 「偉大な 
るスルタン」の意味で、スルタン •ア グンと呼ばれている。
47 De Opkomst, v o l . 4, p. 2.
48 De Opkomst, v o l . 4, p. 8.
49 Kertapradja, Meinsma, Olthof, Ras (1987), Babad Tanah Djawi '■ Javaneese
Rijkskroniek, Dordrecht: Foris Publications, pp. 20, 2 2 - 2 4 .なおこの当時、マタラ 
ムだけでなく北岸地域の港市でも、華人を自らの系譜に織り込み中国との関係を主張して 
いた。例 え ば 『バパッド . チルボン』においても、 自らの系統に華人を入れている。
LHadisutjipto, S. Z. 、ed•ノ (1979), Babad Cirebon, Jakarta： Departemen Pendidikan 
dan Kebudayaan, Proyek Penerbitan Bacaan dan Sastra Indonesia dan Daerah, pp. 43-45〕 
5 0 トウムンゴンは、ムラ力王国時代以降の港市国家にみられる官職で、同王国時代には治 
安長官とされていた。その一方で、1 7世紀のマタラムにかんしては、生 田 滋 が 「地方領主 
の称号」としている。〔フーンス， フ ア ン 「ジャワ旅行記」、フーンス， フアン、フリート， 
ファン、コイエット， フレデリク、生 田 滋 訳 注 『オランダ東インド会社と東南アジア』、 




51 Dagh -register Ba ta via, anno 1631-1634，P. 4 7 . 詳しくは後述する。
52 Dagh-register Batavia，anno 1640-1641，P< 445.
53 これについては、次章で後述する。
54 Babad Tanah Djawi, p. 143.
55 Dagh -regi s ter Batavia, anno 1631-1634，p. 47.
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The Hague: Martinus Nijhoff, v o l . 1，p. 465. [9-2-1642]
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in  the Ommelanden o f  Batavia,  1684-1740. Department of History, Faculty of the 
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221D a g h - r e g i s t e r  Batavia, anno 1676, p. 2 3 7 . なお、当該史料をはじめとする当時の
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264 Nagtegaa: ， op. ci t. , PP 154-158.
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269 Blusse, op, cit.，pp. 89-93.
270 Blusse, op. cit,，pp. 84-85.
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【 史 料 1】VOC 1200 ， f. 32-33. [19-4-1653]
《原文》
Des Chinesen nachodas Tinsuijs jonck waarin meer 176 lasten rijs voor de Compa. 
om op Bata, te vervoeren geschept echtere door herde ende contrarie winden gekeert 
ende over sulcx eenige lasten rijs bedurven is heeft niet meerder dan 137 gelijcke 
lasten uijtgelevert sijnde de rest over boort gesmeten soo datter 39 lasten comen 
te differeren, die bij provisie ende tot U Ede. nader ordre op winst ende verlies 
affschriven sullen, ges. <=geschreven> jonck leijt rechtevoorts voor Grisse om 
ladingh t，erlangen ende daermede costij te tenderen, wanneer deselve over t，gemiste 
als door onnachsaamheijt der Chines ontstaen zijnde aan te houden, zi j, v a n，s geli jcx 
d’ E. Compa. als andere crediteuren van den overledenen Chines Tiegen bij genaemt 
Intje Japara tot betaliage connen geraeck als sijnde ges. Tinsuij 1150 Ra. aan den 
selve ten achteren gebleven, des overleden Tiegens joncq die onder opsicht sijne 
broederen herwaerts volgens aanschrijven der Curateurs Arent van den Helen ende 
Cornells Snork over den beslommerden boedel，soude gecomen zi jn, is rechtevoorts met 
ladingh voor Damack doende die in cort en daarmede costij verraeent te gaen, voorts 
si jn eenige debxteurs van meer genoemde Tiegens met hun prauwen vool rijs reets naar 
Batavia，gegaen waervoor voorn. <=voorneemde> Curateurs kennisse hebben gegeven, noch 
eenige andere si jn mede op dese om te laden besich, die over hun schult aangesproken 
ende oock meestendeel tselve waar te si jn bekent hebben, soodat op hun doen ende laten 
goet regardt nemen sullen, op dat de gerechtigde aan t haaren mogen comen.
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《和訳》
華人ナコダであるチンスイのジャンク船は、1 7 6 ラストを超える会社向けの米をパタヴ 
ィアへ運ぶために航海する。 しかし、強い向かい風によって妨害された数ラストがだめに 
なり、1 3 7 ラストに満たない量が供出された。残りは船上でだめになった。そのために、 
3 9 ラスト分の違いが出た。それは、閣下の指示があるまでは暫定的に帳簿には記載しない。 
上記のジャンク船は、荷を得るためにすぐグレシクに行き、それを持ってそちら〔バタヴ 
ィァ〕へ行く。
華人の不注意によって起こったような損失について、そ の 問 題 〔の解決〕が持ち越しと 
なっても、上述のチンスイは11 5 0レアルを残しているので、彼らは、会社と、亡くなった 
華人でインチェ. ジュパラとも呼ばれたティーヘンの債権者とに、〔損失の〕代償を支払う 
ことが可能である。
管財人アレント . フ アン . ドウン.ヘーレンとコルネリス• スノルクによる、懸案とな 
っている財産にかんする報告によれば、彼の兄弟の指揮のもとでこちらにやってくる故テ 
ィーヘンのジャンク船は、荷とともに直ちにドウマクへ向かおうとしている。 さらに、上 





らの 1 か ら 1 0すべてを注視する必要がある。
※括弧内は筆者補足
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【史料 2】VOC 1290, f . 141. [5-4-1672]
《原文》
Den sabandaar Kantisarana of Tingsuij heeft toesegginge gedaan, om d， E ： Comp： met 
de geeiste quantiteit rijs voor Makassar te versorgen maar seide den prijs te laag 
door Uw EEd： gestelt was, dewijle men nu 14 en 15 RP ginder voor de kojang gaf, doch 
soude daarom de schepen niet ledig vertrekken laaten.
《和訳》
シャーパンダルであるカンチサラナもしくはチンスイは、会社が望んだ量の米をマ力ッ 
サルに向け手配する約束をした。だが、あちらでは現在1 コヤンあたり14〜1 5ルピーで取 
引されているので、閣下方によってつけられた価格は低すぎると話している。 しかし、だ 
からといって、船を空のままで出航させることはできない。
※ カ ツ コ 内 筆 者 補 足
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【史料 3】VOC 1283, f . 1349. [25-2-1671]
《原文》
Edle.heeren brengene desene den schoonsoon en gezondene van keaij Loura Goutij 
geschooren Chinees en sabander van Padjangeoengan welcke deser voorschrijvinge aen 
uwer Edlens. heeft geeijst，t gene hem nieten het cunnen weijgeren dewijle een vande 
aensienlijckste en machtigste vande hout leveranciers op dese kust is •••
《和訳》
閣下は、それらをムスリム華人でパジャンクンガンのシャーパンダルであるキアイ、ロ 




【史料 4】De Opkomst van het Nederlandsh Gezag in Oos t —Indie, v o l . 7，p. 204.
《原文》
De rys is ordinary door de gouverneurs en inzonderheyt door Naaija Tsitra apart 
verpagt, dog tot ongelyke pryzen, zynde de laatste en de hoogste verpagtinge geweest 
500 realen in een jaar， daar Sipta Wangsa de pagter was, bestaande haar privilegie 
daarin, dat geen rys of pady uytgevoert mogt worden, die niet bleek uyt handen van 
de pagters zelfs gekogt te zyn. De Chineese Sabanderye bestond eygentlyk daarint, dat 
de しhineese Sabandaar of pagter, genoot de tollen der coopmanschappen, die door de 
Chinesen en geschoren Chinesen af en aanquamen gebragt te worden； de geregtigheyd 
van koopen en verkoopen der vaartuygen onder malkanderen. De geregtigheyd van zout 
en bamboesen，van , t arak branden，v a n，t munten der Javaanse pit jens, v a n，t toppen, 
van de Chineese hooftgelden, die gereguleert werden naar ' t vermogen van de
huysgesinnen, de hoogste op 5 realen en zoo voorts afgaande ........  waarvoor de
Sinees Saatsia seven agtereenvolgende jaren twaalfhonderd realen ，sjaars en twee
jaren daarna 1600 realen jaal. betaald heeft.
《和訳》
米は、大抵、長官、特にナーヤ • チトラによって別々に徴税請負に出されている。しか 







人の人頭税 、それらの〔権利の〕ために華人のサーチアは、7 年間は毎年 1 2 0 0レアル、
以後の 2 年は毎年 1 6 0 0レアル支払っている。
※括弧内は筆者補足
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【史料 5】De Opkomst van het Nederlandsh Gezag in Oost-Indie，v o l . 7，pp. 156-157.
《原文》
De Soesoehoenan en zijne ministers waren, na hunne terugkomst op Japara， schier 
onafgebroken, gedurende de laatste dagen, bij Speelman geweest om over de zaken des 
rijks te confereren, en syn verscheydene ordres gegxpedieerd, o. a. heeft de 
Soesoehoenan zyn getrouwen Keeij Sindy, nu genoemd Aria Ourawan, gebeneficeert met 
het Gouvernement van Soerabaya, met ordre de drie tommogons van daar herwaarts op 
te zenden, Mas- toe ampel，Gress^e te laten gobieden en den geschoren Chinees Raksa 
Sadana， voormaals Sabandaar tot Sourabaya en nu vereert met den naam van Tommogon 





るキアイ . シンデイにスラバヤの統治を任せ、当地の 3 人のトウムンゴンにはこちらに移 
るよう命令を送った。そして、マ ス . トウ. アンペルにグレシクの統治を行わせ、以前ス 




【史料 6】VOC 1 3 2 1 , f . 1115. [20-8-1676]
《原文》
 hebbende de Maccassaren, met de hulpe van de Maduresen haar nu genoeghsaam
meester van de gantsche Oosthoek van Java tot aan Sidajou gemaakt, en staan nogh al 
verder progressen te doen, want nu de Javanen met eene te lande terugh gegaan sijn, 
sullen se sonder verlet connen comen waar se maar alhier willen welck bereets 
veroorsaackt dat veele Chinesen van dese oostcust, naer Bantam als Batavia vluchten, 
soo datter hier nu niets te verrichen valt sulcx ’ t cargasoentie cleeden waar naer 





そのことは、既に次のことを引き起こしている。すなわち、こ れ ら 〔ジャワ〕東岸の華 
人がバタヴィアとパンテンに避難しているため、何もできなくなってしまった。以前はそ 




【史料 7 \ Dagh-regi ster, Gehouden int Casteel Batavia van t Aasserende daer ter Plaetse
als over Geheel Nederlandts-India, anno 1676，p. 207.
《原文》
Dewyl de Macassaaren met hulp der Madureesen hun genoechsaam meester van de gansche 
Oosthoek van Java hadden gemaeckt, waren de meeste Chinese ingesetenen nae Bantam 






【史 JjBf %\Dagh_register，Gehouden int Casteel Batavia vant Aasserende daer ter Plaetse 
als over Geheel Nederlandts-India, anno 1676, p. 328,
《原文 >
de jachjes, Snauw en Granaatappel, hadt men tot nogh niet derven daar lageeren om 
de negotieboeken, etc, herwaerts te brengen, wyl de Maccasaaren alomme seer woeden 
en insonderheyt veel Chinesen zonder quartier dootsloegen en waaronder ook de 
sabandar van Javana, genaamt Tsoeko, dewelcke nogh 1323 guldens aen de Compagnie 






いう名のジュワナのシヤーバンダルがいた。彼は会社に対して 1 3 2 3ギルダーの負債を抱え 
ており、ともかくバタヴイアにいる彼の未亡人は、そ の 〔返済の〕義務がある。
※括弧内は筆者補足
- 1 1 1 -
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[表1]ジャワ北岸地域発バタヴィア行船舶総積量
西暦年 非VOC船舶 VOG船舶 合計
1640 4110 0 4110
1675 5380 7747 13127
1685 5180 3625 8805
1695 4875 5457 10332
1705 2805 4383 7188
1716 2470 7895 10365
1725 2160 10405 12565
1735 2485 13668 16153
1775 6500 12200 18700









100bos.1800tf クル.3 9スト 3行スト 300bos 65ラス卜
1200tfクル 95スト纖 4ラスト
BOOtfクル io o eクル 107ラス卜.2093ヤン
1000bos+ 400 533□ ヤン,187ラスh+ 2友5ラス卜+




3090bos,239ビクル,7 0 *  于- 50tTクル 632ビクル.70力チ一 tラスト 2ラスト <.5ラス卜
184 痛,31 eOObos^ だクル 200bo».789ビクル.3肋于-
305fil2400bos.100tf クル
342ビクル.48力チ" 29.5ビクル lOObos 2本
18300foos,500本 605A1296ビクル 2000bos 64ラス卜 47ラスト
3500bos 150H15356bos,4200proa 104 || 79.75ラスト 2000bos 51ラスト
lOOObos 9t 51160001x^285ビクル 361鏑,326ビクル 428账234tfクル 90 tfクル 25ラス卜 5ラスト 10ビクル.400
20100bos,4000cleenbo8,1< 792«|,70e クル 166*1,140ビクル 160H.81ビクル 600fH.t0500bos 1t.5ラスト 150fcfクル 4ビクル
4400bos,6
5400bos,4!
799龍 8702ft 112琉 10000 90H.500bos 23ラスト 22.75ラス卜 100
M l1ビクル
80JB.1870ビクル






1850bos.2000 Lt160tf^Jk50bos 1262*I,1670e クル :0 ft,73ビクノレ 60.025ラス卜
990fcfクル 150{_.2158 ビクル 97ピクル 300bos 68ラスト
1449ビクル,330H 322龍,2338ビクル 7ビクル 183雒.30fcfクル.纖的 96ラス卜 10ビクル 7ビクル
2810 籠 2562{|| 143龍 6ラスト
1675 772龍 1654籠 132龍 30.5ラスト 4570bos 23ラス卜




351镰,9 3 0 ^ 3 0  本,: M.25ラスト 1200bo3 e iラス卜 4ビクル 6ビクル 200
120
250
185ビクル 1700bos 7.55スト t5(M>08 10.5ラスト
40IL350本 01.5ラス卜 100bos 17ラスト
39K.4 ビクル,lOOaOff.bos 11511 64.375ラスト 750bos 览5ラス卜 0,5ビクル
1682ト8亂 150ff.bofi








bos=0.1ピクル[cf. lb=0.494KgJ1コヤン=米:28ピクル、填:40tfクル 1ラス卜= 米:24.5ビクル、塩:コヤンと同価値
[Knaap, G (1996) Shallow Waters, Rising Tide. Leiden: KITLV Press.よリ]
[表3]グレシク発バタヴィア行物品表〔非VOC船舶分〕
黑砂鞴 白射！ 样 抑 被 糖 以 外 ） 米 费来 埴 木紙木•糸 青色染料(蘆 7 ) 庙皮 水牛の皮
1036 21.5ラスH 数量記載なし
1640 W ス卜 数m m なし
1641 数 載 な し 17.5ラスト.76コヤン
1644 数董記載なし 行スト 数量15載なし
1648 24.75ラス卜.t0 * テー 30b os
1681 8500bos 2ビクル,7800bos 577ビクル.27* テ一 20000bos.10000 2.5ラスト 7ヵビクル
1683 75000bos,30000o(dnebos 4081 38000bos,77000 171ラスト l^lObos 12行ス卜 200
<664 200000bO8,3500grotdbos,21800ol«neb< 20000b<».10R| 156000 抵 5ラスト 行スト
1665 SOOOOolenebos 38籠.す的ビクル.10201 Obos 87ラスト 26ラスト 40fcfクル 100
1666 93000bos,2000Cienebos SOfjfcSOビクル,2S 箱,47550bo 20«| 1000 74.375ラスト 2ラスト 3ビクル
1667 5000bo8,1 lOOOolenebos 90fl| 73400bos,86000clenebos,10000 63.75ラスト 10ビコル 107ビクル 40
1668 14100 99H.110ピクル 2哺 85154 lOOObos 99.875ラスト 23ラスト 15ビクル
1689 1000(oleen) 208ビクル 70tTクル 31500.13000(oleon) IOObos.2000 12故625ラスト 5ビクル 900
1670 58龍 m 54000,19000(oleon) 100bO3 133.5ラス卜 300bos 5ラスト 29ピクル 2ビクル 250 490
1671 30000olenebo$ ieピクル,40« 5 m 65900,11000(oleen) 127.37巧ス卜 30Ctt>os 行スト 25.5ビクル 500 110
1672 29H259ビクル 10500bos 47.75^Zb 13ビクル 200 220
1673 457ビクル 20tfクル 120«,4000 103.375ラス卜 4.5ラスト 55ビクル 10本 500 286
1674 275M 185.5ラスト 25ラス卜 20tfクル 423M tfクル 900 1465
1875 17珊 35fi| 121600 7000 439.5ラスト 1200bos 11ラス卜 的ビクル 63本 1780
1676 500 58800 71.25ラスト 800bos はラス卜
1677 142750bos,88tt 209.375ラス卜 SOObos 27ラスト 5ビクル 代本^ビクル 200
1678 59600bos,40lil,49200 270.5ラス卜 900bos 26ラスト 3ビクル 5本 120 210
1679 51500bos 70fl 21000 21900bos.10S200 44.2巧スト 300bos 30.Wス卜 1.5ビクル 575 700
1680 12ビクル.0.75ラスト 22000 5 棚 ,90tf クル,1200 11ラスト 37.75ラスト 725 1397
1681 122650 22龍.1, スト 66J5ラス卜 30.5, スト 250 950
1682 756 听スト 10.5，スト 1200 120
Dagh-register Batavia ょリ作成 
•各物品とも1年間の合計置 
•各単位については以下の通し J
1bos=1束 1ピクル= 125lb1力テ一=1.25lb bos=0.1ピクル[cf. Ib=0.494kgj1コヤン=米:28ピクル、埴 :40ピクル1ラス卜= 米 :24.5ピクル、埴:コヤンと同価値













1659 2160 4502 191 132+ 6985+
1661 数量不明 数量不明
1663 500 数量不明 500+
1664 1550 数量不明 1550+
1665 1181 2400 113 数量不明 3694+
1666 2172 4230 180+ 6582+
1667 7979 8989 618 6545 24131
1668 5820 21194 3295 1579 31888
1669 5952 12744 1197 26749 46642
1670 4543 12869 570 667 18649
1671 6834 11746 4297 481 23358
1672 10929 4127 1523 1714 18293
1673 12331 39747 1479 3884 57441
1674 6369 28822 1902 5058 42151
1675 11586 6479 2682 3282 24029
1676 7307 9495 1555 900 19257
1677 2729 1075 400 1241 5445
1678 1084 290 260 1634
1679 2679 990 13 713 4395
1680 1165 5311 1250 7726
1681 2860 3046 100 6006




[表5]バタヴィア発砂?唐輸出額〔V O Cおよび非V O C船如扮 〕
ペルシャ 広南 トンキン 日本 中国 オランダ本国 その他 合計
1641 金額不明 金額不明
1653 金額不明 金額不明
1663 28262.1 12.5 237.5 75 28587.1
1664 62105.7 150 372.5 1938.4 64566.5
1665 840 1081.3 1050 327.5 3298.8
1666 19240.5 6942.2 368.9 59000 150 85701.6
1667 2768.8 37.5 17739.6 9080.6 303.2 29929.7
1668 144628.6 112 22808.4+ 98062.2 1147.5+ 266758.7+
1669 9337.5 7425 98630.6 252517.1 4773.1 372683.3
1670 46714.6 1593.3 40018.2+ 60325 947.6 149598.7
1671 25769.2 54527.5 136218.6 2187.5 177336.4 1239.5 367278.7
1672 14070.7 9292.5 722.8 10967 500 12813.5 3334.5+ 51701+
1673 5000 46120 119.1 29956 18678.9 6687.9 106561.9
1674 60325.8 11005 1159 64462.3 84190 7991.5 229133.6
1675 7338.9 10700 900.5 474.7 69465.1 2459.7 91329.9
1676 24191.5 18552.5 749.1 813 35809.3 8105.7 88221.1
1677 7626.5 2140 110.5 794.1 78.7 9393.3 3283 23426.1
1678 9093 3840 3756.7+ 16689.7+
1679 508.1 7955 9600.2 4415+ 22478.3+
1680 6454.5 3012.3 9466.8
1681 25 1500 4829 6354
1682 10012.5 826.1 1037.7 11876.3




















1668 1999 167 330 10
1669 1648 257 506
1670 700 38 1180 63
1671 2811 30 4480 200
1672 2804 1200 300
1673 3098 260 1072 600
1674 2364 286 3168 2775
1675 777 9 2654 1490
1676 4344 38 3472
1677 2779 307 88 1170.5
1678 3210 353 420 4965 42 12




















1668 4356 68 226
1669 1356 76 50
1670 1161 171 240
1671 740 66 360
1672 4642 3125 430
1673 2585 404 432
1674 3219 777 128 450
1675 2069 268 140 2710
1676 764 380 1000 280
1677 4195 449 240 3564
1678 5623 189 5057











P ortia rまたはP ortiaと呼ばれ、製糖所全般を統率指揮 
自ら経営主てあ4 者や俸給を受けている者か存在 1名
S ch ry fe r(害記）と呼ばれ、帳簿を保管して収入•支出を司り 
経営の内容を明らかにする
1名













































I I畑 於 け ; 伐採を行し' 、甘 鹿 の 碰 剥 _ _ し た り す る 者
人数
5 0 ~ 5 5  名
















図 1 r天工開物』に見られるM 型雙ローラー甘蔗圧搾機 
宋應星i天工開物J 甘嗜，第六卷（崇禎10年 〔1637〕序刊の初版本，静嘉堂文 
庫所載)に掲載されている畜力駆動の竪型*  ロ— ラ一甘蔴圧捧機の挿図であるが， 
これは世界で最初の整型« ロ- ラ- . ミルの図でもある。この図版は圧摔工程を 
如実に描き，⑴ 二 つ の ロ ー ラ 一 に 斜め向きに刻まれた歯車装置，（2)左側の長いほ 
うのロ - ラ ー を 主軸（出箱）にし，それに横木（牵擔） を取り付けて，原動力で 
ある円軌道に沿って歩く水牛から直接動力を伝えて，ロ 一 ラ ー に 刻まれた歯車が 
嚙み合うことに去って回転する，（3)甘鹿を一回圧持したのち，甘廉柏を圧力送り 
の役割を果す竊嘴という甘蔗粕投入装ISに差し込んで，ロ ー ラ ー の 間に供給しそ 
の汁液を圧拽する，という三要点を明確にすることにより，この装置が実際に如 
何なる構造を持ち，如何に作動したか が 一目瞭然である0 二 つ の ロ ー ラ 一 は 木製 
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地 図 6 説明より
Kaarte
Van tr Fort en Stad 
JAPARA
Musgadens de aanwysingh der posten, So als 
de selve op ordre van de Heer Cornelis Speelman 
in den Jaren 1677 beset geweest syn.
a T Japansche Cruythuys 
b De Stylte van den Borgh 
c De doceringh van den Borgh
d De Afsniyding van den Borgh door den E. Admiraal met 
twee Punten vorstenkt 
e De voornoomde twee punten
f De twee punten beset met de Comp van den Luytenant Caspar
Attemeyr, onder de Brigade van den E. Joan Alberts， sloot
g De wooningh van den Capit. Joan Alberts sloot
h De Mond van de Rivier
i De post van den Luytenant Guilyam Libout onder de Brigade voorn
k De post van den Luytenant Joan Jselbergh onder ditto
1 De post van de ;Swarte Mardykers ........  onder ditto
m ,T Sukenhuys
n De post van den Luytenant Dames Lafluer onder den Brigade
0 De post van den Luytenant Martinus de Larosorij
P De opgangh van <den Borgh
q De post van den Luytenant Pieter ffolf onder de Brigade van den
Capt. Harmen Egberts
r De post van den Luytenant Arent Bremer onder ditto Brigade
s De post van den Capit. Kimela Hatico • _ . . onder ditto Brigade
t
v
een Drooge Gracht, die den Borg doorsnyt, dog niet seer diep
De Zee
het Strandt
De post van de Comp. Maleyers onder de Brigade van den 
Capit. Harman Egberts 
De post van den Luytenant Martinus van Jngen onder ditto Brigade 
Wooning van Sommige Malayers alhier van Samarang gevlugt
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1 De wooning van den Capit. Harman Egberts
2 De Chineesche Straat
3 Een Punt, beset met een Corporaalschap van de Comp onder den Luytenant
Martinus van Jngen
4 De post van den Luyt. Nicolaas Feyt onder de Brigade van den Capit.
Willem Harsingh
5 De tweede punt aan de Stads mieuren, beset met een Corporaalschap van de
Comp, onder den Luyt. Martinus van Jngen
6 De wooningh van den Capit. Wilhem Harsingh
7 De passen of Markt
8 De pagood
9 De Tournoybaan
10 T Gouverneurshuys van de Javanen
11 De post van een Corporaalschap van de Comp, onder Luyt. Nicolaas Feyt,
dienende tot guarde van den Javaansen Gouverneur
12 des E. Comps. Logie
13 De post van den Luytenant Tieleman van Ewyk dienende tot Guarde
van den Heer Admiraal
14 De post van de Compe. Bajers
N. De dubbelde linien betekenen Palissaden 
Met Root Afgeset betekentMinuragie 
Met groen ; Land of groen bewassen plaatsen 
Met g e e l ; ffegen, Straaten en betreden plaatsen 
Met Blaauw ； water &c 
N. onder het afsteeken van de twee punten e, is het 
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